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日本古生物学会会則 (1983, 1 , 22 改訂)

本会は日本古生物学会という .
本会は古生物学およびこれに関係ある諸学科の進歩および普及を計るのを目的とする.
l 会誌そのほかの出版物の発行. 2 学術講演会の開催. 3. 普及のための採集会 ・ 講演会そのほ
かの開催. 4 研究の援助 ・ 奨励および研究業績ならびに会務に対する功労の表彰その他第 2 条の目

的達成に資すること .
本会の目的を達するため総会の議を経て本会に各種の研究委員会を置くことができる .
本会は古生物学およびこれに関係ある諸学科に興味を持つ会員で組織する .
会員を分けて普通会員 ・ 特別会員 ・ 賛助会員および名営会員とする .

普通会員は所定の入会申込書を提出した者につき評議員会の議によって定める .
特別会員は本会に 10 年以上会員であり古生物学について業績のあるもので， 特別会員 5 名の推薦の
あったものにつき評議員会の議によって定める .

賛助会員は第 2 条の目的を賛助する法人で評議員会の推薦による .
名誉会員は古生物学について顕著な功績のある者につき評議員会が推薦し，総会の決議によって定め

る.

会員は第 12 条に定められた会費を納めなければならない. 会員は会誌の配布を受け第 3 条に規定した
事業に参加することができる .

会費の金額は総会に計って定める.会費は普通会員年 7 ， 000 円，特別会員年 8 ， 500 円，~助会員年 I
口 15 ， 000 円以上とする.名誉会員は会費納入の義務がない.在外の会員は年 8 ， 500 円(または等価の

u. s. ドル) とする .

本会の経費は会費 ・ 寄付金 ・ 補助金などによる .
会費を 1 ヶ年以上滞納した者および本会の名誉を汚す行為のあった者は，評議員会の議を経て除名す
ることができる .

本会の役員は会長 1 名， 評議員 15 名，および常務委員若干名とする . 任期は総て 2 年とし再選を妨げ

ない. 評議員は特別会員の中から会員の通信選挙によって選出される .

会長の委嘱により本会に幹事および書記若干名を置くことができる .

常務委員会は評議員会において互選された者で構成される . 但し会務上必要とする場合は、 特別会員

の中から常務委員若干名を評議員会の議を経て加えることができる .

会長は特別会員の中から評議員会において選出され，本会を代表し会務を管理する .
会長に事故ある場合は会長が臨時代理を委嘱する .

本会には名誉会長を置くことができる . 名誉会長は評議員会が推薦し総会の決議によって定める . 名
誉会長は評議員会に参加することができる .

本会は毎年 l 固定例総会を開く . その議長には会長が当たり本会運営の基本方針を決定する.
総会の議案は評議員が決定する .

会長は必要があると認める時は臨時総会を召集する . 総会は会員の十分の一以上の出席をもって成立
する . 会長は会員の三分の一以上の者から会議の目的たる事項および召集の理由を記載した書面を
もって総会召集の請求を受けた場合は臨時総会を召集する .
総会に出席しない会員は他の出席会員にその議決権の行使を委任することができる . 但し， 欠席会員
の議決権の代行は 1 人 l 名に限る.

総会の議決は多数決により ， 可否同数の時は議長がこれを決める .
会長および評議員は評議員会を組織し，総会の決議による基本方針に従い運営要項を審議決定する .
常務委員は常務委員会を組織し評議員会の決議に基づいて会務を執行する .

会計監査 l 名をおく . 監査は評議員会において評議員および幹事をのぞく特別会員の中から選出され
る . 任期は 2 年とし再選を妨げない.

本会の会計年度は毎年 1 月 1 日に始まり 12 月 31 日に終る.
本会会員リを変更するには総会に付議し， その出席会員の三分の二以上の同意を得なければならない

1) 評議員会の議決は無記名投票による.



日本古生物学会の和文機関誌、化石。第 33 号

の干リ行二にあたって

日本古生物学会では ， 1960 年の学会創立 25 周年を機会に ， 特別出版物として雑誌

Yヒ石かを創刊し，以来継続的に発行して 1982 年には第 32 号まで数えるに至った .

そして 1983 年 1 月 ， 東京大学において開催された総会において， 本誌を正式に本会の

機関誌とし ， 全会員に配布する件がはかられ， 全会一致で承認された . 第 33 号は以上

のような経緯によって第 2 期の創刊号に相当する .

長い伝統を誇る Transaction an� Proceedings of the Palaeontological Society 

of]apan に加えて，和文機関誌を本会が持つに至ったのは， これを国語による活発な

論説発表， 討論あるいは会員問の情報交換の場として ， 古生物学の発展をはかり ， さ

らに学問の普及をはかりたいという ，内部的欲求の高まりにほかならない. 今後， 会

員諸氏のいっそうの努力 と協力によって ， " 1ヒ石。が十分に機関誌として機能し， 広く

利用されることを祈ってやまない.

1983 年 6 月 日本古生物学会

表紙の写真 Nummutites gizehensis Ehrenberg. 

1 00年前に発行された c. Schwager の論文

「 リビ ア砂淡と エジプ干の始新統慌の有孔

虫」 よリ



日本古生物学会のシンボルマーク募集について

日本古生物学会は 1985 年に設立 50 周年を迎えることになります. この機会に各種

の記念事業を計画していますが， その一環として ， 本会の活動を象徴するにふさわし

いシンボルマークを公募し ， 選定したマークをさしあたり「化石」の表紙にかざる方

針であります.つきましては，下記の要領で， こぞって応募されるよう希望します.

1. 応募資格

2 . 応募方法

a) 図等の条件

記

本会会員に限りません.

・ 図案はすべて白いケント紙に黒インクで墨入れしたものであること .

・ 図案の大きさは問わないが， 長径 5 cm 程度に縮少しても明瞭であること .

・ 図案中に 日本古生物学会， または PALAEONTOLOGICAL SOCIETY OF 

JAPAN の文字を入れること .

b ) 締切の期限など

-上記の図案は折れ曲らぬように包装し， 1984 年 4 月末日までに次のところへ

お送り下さい .

干 980 仙台市荒巻字青葉

東北大学理学部地質学古生物学教室

日本古生物学会化石編集部

・ 図案はひとりでし 3 くつ応募されてもかまいません.

3 . そ の {也

・応募作品の審査， 採用作品の発表と同作品制作者に対する表彰の方法など詳細

については， 記念事業の他の計画に関するものとともに，「イ七石」次号に発表

の予定です.

・ 採用したシンボルマークは本学会に帰属するものとします.

1983 年 6 月 日本古生物学会



化石 33号

1 983 年 6 月
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“化石" 臨時投稿規定

1. 原稿の種類
和文で書かれた古生物学を中心とした原著論文， 短

報， 評論， 解説， 新刊紹介， 書評， 抄録， ニュースその

他の記事.

2 . 投稿
原稿は所定の様式の投稿原稿整理カード(コピーし
て使用されたし，)をそえて投稿する .

3 . 原稿の送付先
干 980 仙台市荒巻字青葉

4 . 原稿の体裁

東北大学理学部地質学古生物学教室内
日本古生物学会“化石"編集部

a. 原稿は 400 字詰横書き原稿用紙を用い ， 1 論文
の長さは原則として 40 枚以下とす る .

b. 1京稿には欧文の表題およびローマ字つづりの著
者名をつける .

C 原著論文には欧文の要旨をつける.

d 原稿第 1 ペー ジに腕l注として ， 著者の所属機関

を書 く .

巴. 図または表の呼称は， 図 1 ， 図 2 または表 1 ， 表
2 とする .

5 . 文章
a. 文章はひらがなと漢字による「である体」とし，
現代かなづかい， 当用漢字を用いる . ただし，固有
名詞や学界で慣用の術語はこの限りでない.

b 句読点は ， を用いる .

C. 人名の姓には小キャピタル字体は用いない.

d 生物の学名のイタリック字体の指定， 図 ・表を入
れる位置の指定は著者自身が行う .

6 . 引用文献
引用文献は文献として論文末に一括する . 体裁は地

質学雑誌に準じる . 特に必要のない限り ， ページまでを

完記し ， 図 ・ 表 ・ 図版数は省略する .

7 . 著者負担
a. 2 枚をこえる図版， および折込み図表は原則と
して著者の負担とする .

b. 別刷は有償とする .

「化石J 投稿 原稿 整 理カード

投稿原稿の概要 編記 1 9 年， No. 
集

発送 19 年 )~ 日 部入 受理 : 19 年 月 日

著 漢
，十~ー

者
ロ

名
字て7

連絡責出所氏名 I T 
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手円
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中部ジャワ・サンギランドーム付近の貝化石

小高民夫1) ・ ファウジハシブアン2)

Molluscan fossils from the Sangiran Dome, Central Java 

Tamio Kotaka 1) and Fauzie Hasibuan2
) 

Abstract Paleoenvironmental analysis based on the Pliocene-Pl eistocen巴 molluscan assemblages 

col!ected from the Sangiran Dome area , Central ]ava. is giv巴n in connection with faunal transformaｭ

tion with time. The stratigraphy around the dome area is as follows in ascending order according to 

lndonesia-]apan ]oint Research Team (1980); the Kalibeng Formation-disconformity-the Pucangan 

Formation-conformity-the Kabu Formation -disconformity -the N otopuro Formation and Terrace 

Deposits. Among these formations. the Pucangan has be巴n known as the deposits which yielded 

pith巴canthropine cranial endocast (Jacob & Kadar, 1981) 

Twenty-five species of marine bivalvia. 25 species of marine gastropod a , three species of nonｭ
marine bivalvia and nine species of non-marine gastropoda are di scriminat巴d from four horizons of th巴

Kalibeng Formation and 16 horizons of the Pucangan Formation 

Paleoenvironmental conditions in which the Kalibeng and Pucangan forlllations were accumulated 

can be inferred based on change in the molluscan assemblages through late Cenozoic tillle.' A warm , 

shallow marine condition during the deposition of the upper part of the Kalibeng gradually changed 

into tidal zone environlllents and subsequently to a limnic depositional condition. Fresh water environｭ

ments prevailed during the deposition of the lower Pucangan. Th巴n . a shallow marine environment 

spread once again over the area during the deposition of the lower part of the upper Pucangan. This 

sea retreated again. and brackish estuary environment was created. Finally , a fresh wat巴r condition 

possibly coastal lake and/or swamp retumed to the area toward the upper part of the upper Pucangan 

はじめに

サンギランドームは付近の第四系から ， 最近， ジャ

ワ原人の頭蓋その他の骨が多数発見され， 脚光をあ

びている (Jacob ， 1976; Jacob & Kadar, 1 981 等) -

サンギランドーム ( Sangiran Dome) は ， やはり

ジャワ原人の古典的な 出土地である ト リニール

(Trini l) と中部ジャワの古都ヨクジャカ Jレ夕刊og

yakarta) のほぼ中聞に位置して いる . ともに哀調

をおびたジャワ歌謡で有名になったプンガワン ・ ソ

ロ (Bengawan So l o，ソロ J 1 1 ) およびその上流チェ

モロ川 (Kali Cemoro) の河岸に位置している(ヨ

クジャカルタの北東 75 km, トリニールの南西西 50
krn) _ 

1)東北大学理学部地質学古生物学教室
2) Paleontology Laboratory , Geological Research & 
Development Centre. Bandung , lndonesia 

筆者の一人小高は，昭和 56 年度文部省海外学術調

査「ジャワ島東部地域新第三系の古地磁気 ・ 化石層

序学的研究J (代表者: 山形大学斎藤常正教授)の分

担者として参加し， 1981 年 7~ 9 月調査に従事し

た . その際，休日 を利用して同地を訪れ， 多くの異

化石を採集することができた . この資料の研究は頭

初予定されていなかったが， 従来これら貝化石の記

載もなく ， 充分な研究も行われていなかったので，

急法調査の一部に組入れて頂き ， インドネシヤ側の

ファウジ ・ ハシプアンと共同研究をおこなうことと

なった . 研究を許可されたイ ンドネシヤ当局の H.

M. S Hartono 博士及び地質調査所古生物部長 D.

Kadar 博士，研究代表者斎藤常正教授に厚く御礼申

し上げる . また ， 調査に同行され， 種々の協力， 便

宜をたまわった日本 ・ インドネシヤの研究分担者各

位並びに化石写真を作成された東北大学大友昭平技

官に感謝する .
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地質について

この地域の地質はジャワ原人の出土層準を明 らか

にするため，日本側から大阪市立大学の市原 実教
授を，イン ドネ シヤ側か ら 同園地質調査所の Dar

win Kadar 博士を代表者と す る合同調査団によっ

て 1976 年， 1977 年および 1978 年の三次にわたる精
査がおこなわれ， その概略はインドネシヤ地質調

査報文 (Indonesia-Japan Joint Research Team , 

1979) と して出版されている . しかし，同地域は熱

帯多雨地帯にあり ， 浸蝕が著しく ，地とり，泥火山

による撹伴などのため ， 地層の細かな対比には問題

が残されていると述べている . 筆者らの調査 ・ 採集

は短期間であり ， サンギラン ドーム地域の層序区分

については，前記合同調査団の結果に従った .

サ ンギラン ドームは，サンギラン部落を中心とし ，

主軸が北東南西方向の 6 x 4 km 程度の小 ド ーム
構造をもっている . また，北東一南西性の小断層お

よびこれらと交又する北西一南東性の断層で切られ

ており 地層の転位， 欠除もあるが， 下位より粘土お

よびシルトを主体とするカ リ ベン層 (Kalibeng For. 

mation , 80 m +)，これを非整合におおうプチャン

0 豆沼" ー

FOSSILS 33 (1983) 

ガン層 (Pucangan Formation, 100 m i:) をさらに

カプ層 (Kabuh Formation) が整合に ， さらに火山

灰泥流層を基底にもつノ ト プロ 層 (Notopuro For 

mation) が非整合におおっていると して い る . 時代

について はカリべン層が鮮新世， プチャンガン層か

らノトプロ層までが初~中期更新世と した .

一方， サンギランド ーム付近の古地磁気調査をお

こなった Yokoyama (1980) は Nishimura (1978) の

fission track 年代を引用 しつつ ， プチャンガン層中

部の磁藻土層は正磁極を示し， 年代は 0.69 Ma ， そ

の上位 0.58 Ma 付近では逆磁極， さらに上位のカプ

層は正磁極を示すことから ， 珪藻土層は Jaramillo

Event (ハラミ ロ 亜期) であり ， プチ ャンガン層基底

の火 山灰泥流の年代 は 1. 87 -1. 67 Ma で、 Olduvai

Event (オ ル ドパイ亜期) に相当するであろうと述べ

ている .

筆者らが調査 ・ 化石採集をおこなった ド ームの南

西部を流れるチェモ ロ JII (Kali Cemoro) ダム付近

や， 支流のプレン沢 (Kali Puren) の中流沿いで‘は

連続した地層セ クションが観察され， 多くの化石密

集帯がみられた.

、 /わ

図 l サンギラン ・ ドーム付近の地質概略(日本 ・ インドネシア合同調査隊 . 1 979よリ づ| 用 )
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表 l チェモロ川ダムHj!í:およびブレ ン 沢 ' ! ' if，tの Ir1 1iと

1ヒ訂以.u~lr1 i\"

層名 層厚 E山f 質 層準番号

3m+ シルト質砂 PG-16TK 

ブ上 13_5m シルト ・ 砂質シルト PG-12TK-15TK 
チ 2_3m 綿一中粒砂 PG-llTK 

;倍日 20m + シルト - 1ï'H.:ïシルト PG-OITK-10TK 

1/ 1m + 桂謀土
ン 下 20- 砂質ンルト
層

30m シジミ員密集帯 4 層あり
Corbicula Bed II -V 

音日 1m+ 火山灰泥 j加佐積物

(非繋合)

1m シル ト 質砂
Corbicula Bed 1 

シジミ貝密集ifg:

カ シルト質砂
5m 

貝化石散在
KB-04TK 

0_3m 細粒砂
KB-03TK ハえ

海生貝 ・ シジミ貝 ilf.在

ノ 2m ふじつぼ石灰岩

4m 
高UI粒砂

KB-02TK 
石灰質団塊を含む

シルト質砂
1.5m 

中部に Operculina 密集帯 20-30cm

10m + 
青灰色粘土 ・ シルト質粘土

KB-OlTK 
貝化石散在

貝化石について

カリべン層の 4 層準 (KB-OITK~04TK) および

プチャンガン層の 16 層準 (PG-OITK~ 1 6TK) から

貝化石を採集した . 海生 ・ 非海生の稜合わせて 52

属 ， 64 種が識別された(表 2) . これらのうち ， 海生

二枚貝は 22 属 25 種， 同巻貝 2 1 属 25 種， 非海生二
枚貝 3 属 3 種， 同巻貝 4 属 9 種， その他 2 属 2 種が
鑑定された . これらの貝類は 50 m程度以浅から潮間
帯の海水 ・ 汽水域や， 海岸付近の沼地や湖沼に生息
するものであった .

表 2 に示したように ， 浅海性海生貝類はカリべン

層の KB-02TK の 32 種を最高に ， KB-01TK から 13

種， KB-03T K, 04 TK から各 l 種， プチャンガン層
の PG-04TK から 10 種， PG-05TK から 5 種， PG-

03TK, llTK から各 4 種， PG-06TK から 3 種，

Corbicula Bed II! , PG-09TK からそれぞれ l 種が

採集された .

また非海生(=淡水産) 貝類は ， カリベン層の KB-

02TK， プチャンガン層の PG-02TK を除いて ， 全層
から 1 ~10 種が採集されている . KB-01 TK, 02T K, 
PG-03TK, 04TK, 05TK 以外のプチャンガン層に

は多くの化石帯があり ，非海生貝類が密集して産出
する .

これらのことからカリべン層の Balanus Limeｭ

stone (ふじつぽ石灰岩)以下は潮線より深い海域で
あったと考えられ， KB-OITK の非海生貝類殻は沿

岸からの混入であり ， 次方に浅くなりふじつぽ石灰

岩層付近では潮間帯にごく接近し， 次第に陸域に

変ったと考えられる .

カリべン層最上部には Corbicula の密集帯があり ，
その生息環境や地層の堆積環境は Corbicula Bed II 

~V に対応させられるが， カリべン ・ プチャンガン

両居' を限る火山灰泥流によって地層区分がおこなわ

れており ， Corbi，ωla Bed 1 はカリべン層に入れられ

ている .

30 m近い層厚をもっプチャンガン層は淡水性珪

藻土層によって二分され， 下部は岩相も単調で，
Corbicula Bed II~ V のような Coγbicula や Mela 

ηoides の密集者干がつくられている • Coγbicula Bed III 

から Laevicardium 殻が l{固採集されたが， 恐らく

鳥類、などによって移動させられたものと解釈できる .

これに対して ， 上部は岩相変化も著しし粘土，シ
ル ト， 砂質シ jレ ト， 細~中粒砂， 亜炭， 亜炭質シル

トなどの重なりからなり ， 多くの化石密集帯をはさ

んでいる .

これらの化石帯を構成 している貝類群集の組成か
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層序・化石産出!冒i\'iおよび貝化石分布

海性種で占められているが， Aηadara， Tegillarca, 
Ostrea, Corbula, Zetαis など汽水の影響下にも生

息可能な種も多く ，潮間帯に近い浅海を指示してい
る KB.03TK からは Limopsis， Corbicula, 

Balanus を産するのみであるが，直下のふじつぽ石

灰岩の存在と考え合わせて潮間帯を示すものであろ

う . KB.04TK からは Tηsodos， Corbicula が発見さ

図 2

らみて ， カリべン層 KB.OlTK 付近は Uηio， Vivi. 

parus, Melanoides 等淡水生のものや Corbicula 等

河口汽水域にも生息できる非海生種が多く含まれ，

同時に海生種でも汽水域に生息可能な Anadara，

Zeuxお等を含むことか ら，河J II からの淡水の影響の

強い河口に接近した浅海域であったと考えられる .

KB-02TK では非海生種は全く認められず多くの浅
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れただけであったが， 直上に Corbicula が密集する

Corbi，αtla Bed 1 があり ， KB-03TK で示される潮間

帯に接した浅海から次第に淡水域， すなわち海岸に

接した湖沼， 沼沢地に変ったのであろう .

プチャンガン層下部は， 4 枚の Corbicula 密集帯

を含み， Corbi仰la Bed 1 の直上に非整合に重なる火

山灰泥流堆積物のような淘汰不良(水の影響が不充

.1 . ト回戸0111<

• : it正生全n. . : ~I'i毎生観

分)な堆積環境をへて，湖沼あるいは沼沢の環境が

連続した と考えられる . プチャンガン層上部の PG-

02TK か ら 06TIく にかけては次第に海生種が増加し ，

04TK の 10 種を最高に，再び 05TK， 06TK ベと減
少をたどっ ている . 一方， ViviþanLS や Melanoides

の ような淡水棲も混入しており ， Corbicula が多量;

に含まれる ことは ， PG -02TK から 06TK にかけて
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NON-~仇RlNE BIV ALVIA 

Unio sp. 
KB-0 1甘く ， SG-3 of M.; Pß... 06百< ， 07切<， 08TK , 

12TK 
Cuneopsis sp. 
問-01明< ， 04TK ; 陀-06引く， 07TK , 0 釘1<， 10TK , 
l句TK ， 15TK 

Corbiau l.a ge吋hi Oost�gh 
KB- 01甘く ， 03TK , SG-3 of M.; PG- 03TK , 0匂TK ，

o5TK , 06TK , 07寸1<， 08TK , 09TK , 10TK , 12TK , 
15TK 

Viviparus rSinatoriaJ quαdmtus (Benson) 
SG-3 of M. ; 同-OlTK ， 03引く， 05TK , 07TK , 
08TK , 09TK , 10TK , 11TK , 12TK , 14TK , 15引く

Melanoides (MeZαnoides! fennemai (Ma門叩)
月一05甘く， 07η< ， 08百< ， 09甘く， 10TK 

MeZαηoides (MeZanoides! tuberaulatα te(ic. lensis Dost: ing'ト
PG- 061'K, 07TK , 10TK 

MeZanoides ('J'arebiα! fallι Oostìngh 

PG- 08TK , 10TK , 16切〈
Melano,:dcs (Tareb臼! junghuhni (l恒円か)

f宅-05引く， 07TK , 10TK 
Melαnoides rTIαrebia! preangereηsis (Martin) 

KB-01TK ; 陀-0311< ， 0叩<， 05τ1< ， 06TK , 07TK , 
08TK , 09引く， 10TK , 11甘く， 12TK , 13TK , 14引<，
15TK , 16TK 

Su laospim foedα (lea) 
同-07怖く， 10τ1<， 11引く ， 12TK ，おわ〈

Sulcospirlα testudinariα(van dem Busch) 
K゚...01TK; I芯-01引<， 03引<， 11甘く ， 15甘く， 16百〈

Thiam tjemoroensis (l1artin) 
Kß... 01切む PG- 1011<, 11引く， 12TK 

NON-MARlNE GASTRO問DA

可
。
~
叫
M山、
トω

w 
w 

(戸
甲
山山ω
)

σrnERS 

Ditrupa sp. 
陀-04TK

Bαlαnus sp. 
KB- 02TK , 03TK (including 8alanus L日間stone Bed) , 
f右-04η〈

• KB プレノィ'H ' マプレノカ'ン f'IiL[ ， カ' ) ベン JM
•• PG : チェモロ 川 ダム付近 ， ブチャンガン )~1

••• SG サ ノギラ/ ドーム ' I' . C，、百1 \ カ リ ベン I('i (松岡数ず'Ej]t fJI: J

GASTROPODA 

何esalia sp. 
問-09TK

J'urr・itella (れ，rri tella! bαntamensis l'旬rtin
KB- 02引く ， SG-3 of M.; PG-02TK 

れ<"l'ritellα (Kurosioia! filiora Yokoy副国
KB- 01TK , 02甘く

Architectonica perspectiυa ( Lむm吾 )
SG-3 of M. 

Neυerita (Glossaul低! Y'e間五ana (臥mker)
KB一OlTK ， 02η<; 悶-11η〈

Semicassis piZαReeve) 
KB-02甘〈

Cymαtむ凹'/ sinensis (Reeve) 
KB-Ol甘く， 02甘〈

Gyrinew1/ (Ch四ηotheaa! subgmnosa (Beck) 
K゚... 0 111< , 02η< ， SG-3 of M 

Tonna s~dcosa (Born) 

K8-02甘く
Mupe:r; trapa (R凶ing)

Kß... 02TK , SG-3 of ~I 
SiphonaZia spadiaea (Reeve) 

K8-02叩〈

Austrofusus endangae n. sp 
PG- O匂ゴ1<

Austrofusus spinus n. sp. 
問-03引< ， 05明〈

Bαbylonia pαngkaensis ~恒rtln
KB-Ol引く ， 02甘く

Galeodes gigas aornifepa ( 陶片山)
同一04甘く ， 05TK 

Vexillwn (Cos te IIαria! rajaensis (Martin) 
K8-02引く

Ze阻お bad玉川 (A. Adams) 
Kß... O l甘く ， 02TK , Sg-3 of t1. ; 陀-l1TK

Zeuxis dorsatα ( Röding) 
KB-02TK 

Ze山is saalaria (A. Ad副市}
SG-3 of M 

Tudiala 0師向gii (Jonas) 
PG- 04甘く

lIyalinα (Balanet tα ! n. sp 
K8-01引<， 02引<; PG-O"甘く， 05甘く

Parαdrillia cfr. inaon s tαns (Smﾍ1:h) 
KB- 02甘く

Gemmula sp. 
SG-3 of 門

Conus (Chelyaonus! birmanもCU$ V同denburg

Kß... 01明〈

Terebra (Stiroterebra! prianganensis αコstìngh
Kß... 02引〈

産出化石およ び産地 ・ !日準表 2

sinロaporinus ( S四.erby )

Trisidos semi tortα (同旧民k)
KB-04'I1< 

Anadαra (Anadara! tambaaana (出rtin )
KB- Ol引〈、 02切〈

Teqillarca ηodifera ( ト泊rtin)
KB-0211<; I宅::03甘く 1 Qll甘く ， 05TK 

Cuaullaea granulosa (Jonas) 
KB- 02甘く

Apaopsis djoere叩ensis Oostingh 
SG-3 Of M: 日

Limopsis (Oblimopa) n. sp 
Kß-01甘く， 02明< ， 03TK 

Amusiwn nletlponectes Qustraliae Habe 
K8-02TK 

Lent叩ecteη kada門 n . sp. 
KB-02TK 

ChlOJmls (f.1imαchlamus) cfr 
KB-02TK 

Chl印'n!l S sp. 
KB- 02引く

Placunα rlacel1 ta (Liru活 )
KB- 02引く， SG-3 of H. 、 F司;- 11明〈

Aη0門'Z. C sp. 
KB- 02引く

Ostr'ea sp. 
KB- 02明<， SG-3 of M. 

Cyaladichama alatα(Adams & Reeve) 
SG-3 Of 11 . , f司;- 02TK ， 03で< , 。旬甘く ， 05甘〈

Kelliαsp 
問-0句甘く

Laeviaardiwn cfr. tegaZens臼Oostingh
KB-Ol百七 Corlがaula 8ed III 

Te II i11a pu lahe r ,..ima (Scwerby) 
KB-0211< 

Telliηa sp 
KB-02甘く，陀-03η〈

AZvenius sp. 
PG-05η〈

Phaaosoma awningi i (Reeve) 
F屯ー 3 of M. 

Phacosoma laminatα ( Reeve) 
問-0匂TK

Katelys叩 (lIemitαpes! oppenoorthis Oostingh 
KB- 02恒〈

Paphia sp 
問ーOljTK

8assiηα (Cα llanatis! javana Kot剖咽
1(8- 01引し 02引く， SG-3 of M. , PG- 11切〈

Copbula soaialis !.恒rtin
KB- Ol明<， 02甘<; Fち- 0勾引く

BIVALVIA 
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表 3 ~キ Ji'iil'\ における iJ，川三Hl ' J~ iIサ'七純の桃JIlè:

産地 ・ 層準 海生 1巻毎生貝 1年生貝 非海生 ~þ海生 j小構生計貝 lEh3、雪ロ• l 
ー枚貝 小計 一 枚貝 来貝

PG-16TK 。 。 。 。 3 3 3 

PG-15TK 
。

。 。 2 4 6 6 

PG-14TK 
。

。 。 2 3 3 。

PG-13TK 。 。 。 。 l 
ブ上 PG-12TK 。 。 。 2 2 4 4 

PG-llTK 2 2 4 2 6 8 12 
チ . ._---- --ー - --骨-- -

PG-10TK 。 。 。 2 8 10 10 

PG-09TK 。 3 4 5 
ヤ

PG-08TK 。 。 。 3 4 7 7 

PG-07TK 。 。 。 3 6 9 9 
ノ PG-06TK 。 3 3 3 2 5 8 
音[1 ーーーーー・ーーーーーーー・ーーー . ーー-ー

PG-05TK 2 3 5 4 5 , 10 
す1

PG-04TK 6 4 10 2 12 

PG-03TK 3 4 3 4 8 
/ PG・02TK 2 。 。 。 2 

PG-OITK 。 。 。 。 2 2 2 
層 C. Bed牟 V 。 。 。 2 2 
下 C. Bed IV 。 。 。 2 2 

C. Bed III 。 l 2 3 
音目 C. Bed II 。 。 。 2 3 3 

カ
C. Bed I 。 。 。 。

KB-04TK 。 。 2 
，、、

KB-03TK 。 l 。 l 2 
ン

KB-02TK 16 16 32 。 。 。 32 
層
上 KB-01TK 5 8 13 3 5 8 21 
音日

ーー・・・ーー・ --- ---ー ーーーー

SG-3 of M." 6 7 13 2 。 2 15 

• Corbic/lla Bed .. ド ーム "' .L小j- i!í:よリ松|刈数充採集

再び海水域が拡がり ， 沿岸湖沼 ・ 沼沢地の淡水種の

遺骸が河川によ っ て流入したも のであろう . さ ら に

上位の PG-10TK， llTK にかけては， 亜炭や砂を堆

積させるような沼沢の環境になったが， PG-ll'1'K 

には Placuna， Bassina, Neverita, Zeuxis など海生

種の混入もあり，海と連絡流路をもっ沿海の沼沢と

な っていたと考え ら れる _ PG-12'1' Iく か ら 16'1' 1くに

かけては， 化石を採集した層準以外にも淡水種の造

骸がひろく分布し， U:ηio や Melanoides の 数 cm

~ lO cmの密集帯が多くはさまれている . PG- 12TKよ

り上位には， 海生穫の遺骸は全く認められず， r鐙水

域として ， 海域とはっきり区別されるに至っている.

McKenzie & Sudijono (1 980) は筆者の KB-02TK

下部， KB-03 '1'K , PG-07'1'K と 08TK 間， PG-09'1'K 

から貝形虫化石を採集し，それぞれの貝形虫群集か

ら ， 次の様にのべている .

KB-02TK 下部 (78026) :主として暖い浅海性

種で構成されているが， 淡水穫も混入してお

り ， 汽水~海水域であろう .

KB-03'1'K (78020) 潮間帯上部マングロープス

ワンプ~河口性種で構成されているが， 海水

域か ら汽水域への移行を示す Jshizakiella も

みら れる .

PG-07TK , 08TK (80716) : (78026)ほど海域の影

響は強 くない. 河口(淡水) の海への影響の

範囲内で， 多分， 熱帯河川の海へはり出した

三角洲上であろう .

PG-09'1'K (80718) 海岸の淡水~汽水性ラ グー

ン ， または海岸に近い湖沼.

これらは， 貝類、化石の変化から推定されるカリべ

ン層上部か ら プチャンガン層にかけての古環境変遷

と よく一致している .
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Plate 1 

Figs. 1a-b. Anadara (A仰向ra) taηbacana (Martin) a 右殺， b 在殺 ，

産地 ・ !音準: KB-OITK. (x 1) 
Figs. 2a -b. Lenti�ecten kada1'i Kotaka & Hasibua n, n. sp. a: 表面， b 内 凶1.

産地 ・ 層準 KB-02TK. (x 1) 

Figs. 3a-b. Arcoþsβ djoel'einensis Oostingh a: 表而， b 内面，ともに 1:.1:]'立，

産地 ・ 層準 : SG-3 of M. (x 2) 

Fig. 4. Cuculaea granulosa (Jonas) 左殻 ， 産地 ・ 回却 : KB-02TK. (x 1) 

Fig. 5. Tellina purcherrima (Sowerby) 左殻，産地 . Jr:i準: KB-02TK. (x 1) 

Figs.6a-b. Annσium pleu1'oηectes auslmlis Hab巴 a 表面， b ・ 内面，

産地 ・ 層準 : KB-02TK. (x 1) 

Figs. 7a-b. Limopsis (Oblimoμ) n. sp. a 表部， b : 内面1 ，ともにむ殻 ，

産地 ・ 層準 : KB-02TK. (x 2) 

Figs.8a-b. Alvenius sp. a: 表面， b: 内面， ともに左穀 1.在地・ 層準 : KB-01 TK. ( x 1.5) 

Figs.9a-b. Cyclandicha1畑 alata (Adams & Reeve) a ・ 表耐， b: 1 人H(l j ，ともにイ['，刀，

産地 ・ 層準: SG-3 of M. (x 1) 

Figs. 10a-b. Phacosoma laminata (R巴巴ve) a 表而， b ・ 1" 1 [1自 1 ， ともに右殻 ，

産地 ・ 層準 PG-04TK. (x 1) 

Figs. lla-d. Corbula socialis Martin a 表 ril j ， b: 1 人'1IM ， ともに/，伎， c: 表 1(lj ， d: 1付 1(11 ，

ともに右殺 ， iJìU也 ・ I'， 'ii\l : : KB-02TK. (x 1) 

Figs. 12a-b. 品ssina (Callanaitis) javana Kotaka a: 表面， b : 内面，ともに右穀， 産地 ・

層準: KB-02TK. (x 1) 

Fig. 13. Corbicula gerthis Oostingh 左殻，産地 ・ 層準 : Pucangan 層. (X1) 
Figs. 14a-b. Unio sp. a 表而， b: 1付 1(li ， ともにふ・伎 ， I{I也 . ) \';;司1 : : PG-12TK (x 1) 

Figs. 15a-b. Cuneopsis sp. a: 表前 b : 1人11(1[，ともに;，.:殻， ，;，(:]'也・ 1\' ，:;\1' : PG-14TK. (x 1) 
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Plate 2 

Fig. 1. Turritella (Turガtella) bantamensis Martin 産地・ 層準 : KB.02TK. (x 1) 

Fig. 2. Turritella (Kurosioia) filiora Y okoyama 産地. }百準 : KB-Ol TK. (x 3) 

Fig. 3. Si�honalia s�adicea (Reeve) 産地 . M準 : KB-02TK. (x 1.5) 

Fig.4. Gyηineum (Chamotheca) subgranosa (Beck) 産地・ 層準 : KB-OITK. (x 1) 

Fig. 5. AustrゆlSUS s�imlS Kotaka & Hasibuan, n. sp. 産地・ 層準 : PG-03TK. (x 1) 

Fig. 6. Galeodes gigas coronZ:冷ra (Martin) 産地・ l回準 : PG-04TK. (x 1) 

Fig. 7. Semicassis ρila (Re巴ve) 産地・ 層準 : KB-02TK. (x 1) 

Fig. 8. Babylonia 仰ngkae出is (Martin) 産地・ 層準 : KB-02TK. (x 1) 

Fig. 9. AtlStrQルS附 endangae Kotaka & Hasibuan, n. sp. 産地 ・ 層準 : PG.04TK. (x 1) 

Fig. 10. Terebra (Stirotembra) cfrρ17angaensis Oostingh 産地 ・ 層準 KB.02TK. (x 2) 

Fig. 11. fJ戸lina (Balanetta) sangiraneηsis Kotaka & Hasibuan, n. sp 産地・ 層準 : KB-02TK. 

(x 1) 

Fig. 12. Zeuxis badius (A. Adams) 産地・!内 i.\f， : KB.02TK. (x 1.5) 

Fig. 13. Vexillum (Costellan'a) rajaensis (Martin) 産地・ 回準 : KB-02TK. (x 1) 

Fig. 14. MU1'ex tra�a (R�ing) 産地 . 1!'i'ii.V¥ : KB.02TK. (x 1) 

Figs. 15a -b. Neverita (Glossaulax) reiniana Dunker のふた a: 表面 ， b 裳商，産地 . IEí i.\主 .

PG.11TK. (x 1) 

Figs. 16a-b, 18a-b. Viviþanω (Sinatoria ) quadratus (Benson) a ・ 正面 ， b: !氏面 ，産地・ 層準 :

PG-07TK. (x 1) 

Figs. 17a-b. Vivi仰ntS (Sinatoria) n. sp.? a: 正面 b: Il\回 ， 産地・!日準 : SG-3 of M. (x 1) 

Fig. 19. Sulcos�ira testudinaria (van der Busch) 産地・ 層準 PG-OITK. (x 1) 

Fig. 20. Sulcos�ira foed，α(Lea) 産地 . li?)i.V, : PG-10TK. (x 1) 

Fig. 21. Melanoides (Melenoides) tuberculata tegalen宮is Oostingh ilV也・ 間準 : PG-07TK. (x 1) 

Fig. 22. Melenoides (Melanoides) j初nernai (Martin) 産地・ !日準 : PG-07TK. (x 1) 

Fig. 23. Melanoides (Tarebω) junghuhni (Martin) 産地・ !冒i.\f， : PG-01 TK. (x 1) 

Fig. 24. Melanoides (おrebia) �reangererlSis (Martin) 産地・!百準 : PG-09TK. (x 2) 

Fig. 25. Melanoides (Tarebia) faUax Oostingh 産地 .1[1}準 : PG-16TK. (x2) 

Figs. 26-31. Thiara tjemoroeηsis (Martin) 産地・ IIfì�V¥ : PG-lOTK. (x 3) 

11 
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新刊紹介

圃蒼鷹丸 (初代) による も 日本近海大陸棚(沿海

漁場)調査。 [ 1923ー 1930 J で採集された生物の

地点別仮目録 :堀越増輿編， 1982年 3 月

1872~76 年に行なわれた Challenger Expedition 

は， それまで断片的にしか知られていなかった海洋

底の生物を大量にしかも汎世界的に採集し， 底生生物

研究の基礎を築いた. ーわが国では調査範囲こそ日本

近海に限られているが， 規模と学術的意義において

Challenger Expedition と比較し得るほどの海洋調

査が， 調査船“蒼鷹丸" (s/s S�� Maru) により ，

1923-30 年に行なわれている .

蒼鷹丸による調査は， 当時の水産講習所海洋部(後

の水産試験場)が，北海道と南西諸島を除く日本列島

の主として大陸棚上(多くは 200m 以浅)の，実に

659 点にものぼる i剣点で底生生物の採集を行なった

ものである Challenger では 354 地点(最深測点

は 5 ， 900 m ) で採集を行ない， その採集品は各国の専

門家の手によって組織的に研究されて， 全 51 巻に及

ぶいわゆる Challenger Report となった . これが海

洋生物研究の出発点となり ， 不可欠の文献であるこ

とはよく知られている . これに対してわが蒼脱丸の

膨大な採集品は，不幸にしてばらばらに研究記載が

進め られ， 多くの互いに無関係な報告として各種の

出版物中に散在し，その成果の全貌を知ることはほ

とんど不可能な状態となっていた.また， 50 余年も

たった現在でも，大量の未記載標本が各所に分散し

て残されている.これらが組織的に研究されていた

なら ， その後の日本の海洋生物 ・ 古生物研究にはか
り知れない影響を及ぽしたことであろう.

ここに紹介する目録は，各種の出版物中に散在し

ている蒼胤丸関係の記録を集め， それをもとに，各

地点ごと に採集され報告された穏のリストを作成し

ようとしたもので， 蒼鷹丸の調査の総括として最初

の試みである .

本書には， まず， 蒼脱丸の調査とその採集品の研

究史の概要を含む短い緒言に続いて， これまでに確

認されてこ関係文献のリスト ， 採集品の写真 38 葉 f選

別前に癒影され調査者によって保管されていたも

の) ，採集地点図 4 図がある . 次に主要部は， st 1 か

らは 658 ， st 00 (採集具テスト地点)まで，地点番号順
に， 位置 ・ 水深 ・ 採集具 ・ 水温 ・ 底質その他の状況

などわかっているかぎ りの記録， およびその地点か

ら報告された種が， 分類順に ， 文献と対照できるよ

うにしてリストされている . この部分だけで 252 頁

に及ぶ. 種のリスト中には， 底生有孔虫や貝類など

古生物研究者になじみ深いものが， また文献には多

くの古生物学の諸先輩の名がみ られる .

緒言によれば， このまとめは表題にもある通りま

だ仮のもので， 編纂者が集め得た文献についてとり

あえず一覧表にしたものであるという . それでも，

この大調査の概要を知ることもでき ， 今後の調査の

指針として も大変有用であろう . 公表された論文の
主なものは集められていると思われるが，個々の分

類群の記載の中に点々と埋れている蒼脱丸の標本に

関する記録を，もれなく拾い上げて完全なリストを

つくるには， まだ相当な時聞がかかるであろう . そ

れもさることながら ， 採集品のうち相当な部分が未

記載のまま各所に散在して保存されている . 紹介者

の知るかぎりでも，斉藤報恩会博物館・東大資料館・
神奈川県立博物館 ・ 横須賀市立博物館などにかなり

の量の貝類標本がある . 恐らく想像以上に大量の標

本が， 記載されないまま眠っているのではあるまい

か. 目録編集者の東大海洋研 ・ 堀越教授の話では，

このまとめの目的の一つに， これら断片的な記載を

発掘し，未記載標本の所在を調べるためのひきがね

とする ， ということもあったという .

日本全域にわたるこの社大な調査の結果を整理す
るだけでも ， 日本近海の海洋生物相に関するわれわ

れの知見は著しく増すにちがいない. これを利用可

能とすることは極めて重要なことであろう . この目

録は， 堀越教授を代表者とする昭和 56 年度文部省科

学研究費総合研究 A の仕事の一部として行なわれ

たもので， 入手希望者は同教授に連絡されたい.

(KC) 
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後期三畳紀二枚貝 Monotis の古生物学的意義

その 1-研究史

安 藤 寿 男 1 )

Paleontological significance of late 

Triassic Bivalve Moηotis 

Part 1 : A review 

Hisao Andol
) 

Abstract Of various, very thin-shel!ed Mesozoic extinct biva lves, which are noticeable for their 

peculiar morphology and unique mode of fossil occurrence, Late Triassic Monotis is suitable for 

evolutionary studies at the population level, because of its abundant occu汀ence in successive sequence. 

Furthermore, it is paleobiologically interesting animal, because it shows relatively rapid morphologiｭ

cal change. In this part pr巴vious works are reviewed with some comments from the viewpoints of 

taxonomy, biostra tigraphy, paleobiogeography and paleoecology 

There are stil! many problems about the infrageneric classification and synonymic relation among 

numerous nominal species. Although Moη01お i s important for an index fossil of the upper Triassic, 

its exact range is stil! not confirmed by such other indices as ammonoids. Zonal divisions need to be 

reexamined, taking intrapopulational variation into account , by means of population samples 

Monolis in ]apan does not occur from comparatively off.shore sediments as Hal!stadt limestone in 

Europe, but from near.shore silty to sandy sediments, in general. The distribution of Moπolis is 

world.wide, but we recognize some major realms at the species or species-group level, roughly 

corresponding with Triassic faunal provinces. Some problems about its mode of life remain unsolved. 

Although there are still no positive evidences, it is suggested that Monolis was pseudoplanktonic or 

epibenthic bivalves attached to seaweeds on a sea floor, judging from its morphology and mode of 

occurrence. 

は じめ に

中生代には Daonella， Halobia, Monotis, Bosi・

tra, Buchia, Inoceramus とい った ， 生存期間が短

く 世界的に広い分布を示す， 薄殻の二枚貝が数多く

知られている . これらは化石層序学的にきわめて有

用であるばかりでなく ， 現生種に類型を見ない独特

な形態を持つこと，通常の化石二枚貝とはかなり異

なる産状を示すことから古生物学的にも興味深い.

また時間的な形態変化が著しく所謂、進化速度砂が

大きいので， 進化様式を考え る上でも重要 と思われ

る . しかし個体群内の形態変異が著しく，種レベル

で過度の細分がなされている場合があり ， 検討すべ
き問題が少なくない. 既にこれらの二枚貝の知見や

問題点のいくつかは速水 ( 1969) に よって要約 ・ 指

摘されている .

。東京大学理学部地質学教室

そこで著者はこれ らのうちなるべく連続した地層

から多くの保存良好な個体が得られる分類群として ，

三畳紀の Monotis を選び集団標本によって個体群

レベ/レの形態解析を行ない， さ らにその古生態を考

察しようと考えた . 従来 Monotis は世界各地の上部

三畳系から多産し，アンモナイトを産出しない地層

でも排他的に密集層をなすことから，これに代わる

ノ リ アンの示準化石として重要視されてきた . し

かし Mono的は個体変異が大きい為，数多くの種が

提唱されており ， 適格なものを考えると 70 を越え

る . 日本でも Kobayashi (1935) , Sakaguchi (1939) , 

Kobayashi and Ichikawa (1949), Ichikawa (1951), 
Bando (1 961 ), Hase (1961), N akazawa (1963, 1964) , 

Tamura ( 1 965) らが多数の穣 ・ .iíE種を記載して

おり ， Hayami ( 1 975) にリストされている . しかし

同一の化石層に多数の亜種やニッチを異にするとは

思われない近似種が共存する事は生物学的に考えに
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くい. 従って個体群レベルの形態変異を調査した上

で分類を再検討する必要があると考える . また

Monotis 属の時間的形態変化の過程を追跡すること

は Monotis の進化の解明に重要であろうし，特殊な

生態や産状を解く鍵にもなろう .

このような解析を行なう為の基礎資料として ， そ
の l では Monotis に関する従来の研究 ・ 知見を分

類 ・ 化石層序 ・ 生物地理・古生態の項に分けて，若
干の私見を加えながらまとめたい

本論をまとめるにあたって東京大学理学部の花井

哲郎教授， 鎮西清高助教授から懇切な御指導と助言
を賜わった . テーマ ・ 方法をはじめとし多方面から

の助言 ・ 討論を賜わり，粗稿を読んで戴いた東京大

学総合研究資料館の速水格助教授に深謝する . ま

た東京大学理学部の飯島 東教授，千葉大学理学部
の山口寿之助教授，兵庫教育大学の小沢智生助教授

には貴重な御教示や数々の有意義な討論をして戴い
た . 野外調査に際して宮城県本吉郡志津川町役場の

阿部清幸氏，歌津町の東北粘土鉱業株式会社の杉山

FOSSILS 33 (1983) 

昇氏には宿泊等の便宜を計って戴いた . 以上の方々

に深く感謝申し上げる .

分類史及び分類上の位置

Monotis は Pteriomorphia (翼形.tI!!綱) ， Pterioi. 

dea (ウグイスガイ目) ， Pectinacea (ホタテガイ上

科)に属する絶滅科の Monotidae (モノチス科)に

含まれる . 本科は Fisher (1887) が Aviculopectini.

dae の亜科として提唱し， Kittl (1912)が初めて科に

格上げして用いた. 形態的に本科は次の特徴をもっ.

1)不明瞭あるいは明瞭に殻主部から区別される後耳

を有し，前傾した卵形の不等側で薄質の穀をもっ.

2)一般に左穀の膨らみが強し， 右殻の穀頂前方に小

さな前耳とその下に狭くて深い湾入をもっ. 3)狭く

て細いくさび状の靭帯面が殻頂の後部に外在する .

靭帯簡は殻頂部にあり浅くて広い. 4)背縁には歯が

ない. 5) 装飾は放射肋 (plicae) が優勢で挿入によっ

て増加する . しかし全く消失するものもある .

模式属 Monotis 以外に本科に含まれる属につい

表 1 今までに提唱された Olaþùi喧

Table 1 Species Iist of Ota�iria previously proposed 

spec i 巴S of 
Otapiria 

O. ussuriensis 
(Voronetz) 

O. dubia 
(Ichikawa) 

O. Kanmerai 
(.Tamura) 

O. dissimilis 
(Cox) 

O. marshalli 
( Trechmann) 

O. li l1日eformis

Zakharov 

distribution age 

N.E.Siberia Late Triassic 

(Carnian-Norian) 

Japan Late Triassic 

(Carnian) 

Japan Late Triassic 
(Carnian) 

New Zea1and Late Triass工c

(Rhaetian) 

New Zea1and and Ear1y Jurassic 

New Caledonia (Hettangian and 

Sinemurian) 

N.E.Siberia Ear1y Jurassic 

(Hettangian and 

Sinemurian) 

O. pseudooriginalis N.E.Siberia 
(Zakha1ov) 

Early Jurassic 
(Hettangian and 

Sinemurian) 

O. omoloni ca 
Po1ubotko 

O.? originalis 
(Kiparisova) 

O. tail1euri 
工m1ay

O. 11日son~

Marwick 

N.E.Siberia 

N.E.Siberia 

N.A1aska 

New Zea1and 

Early Jurassic 
(Hettangian and 
Sinemurian) 

Ear1y Jurassic 
(Hettangian) 

Ear1y Jurassicｭ

mid. Bajocian 

Late Jurassic 
(Kimmeridgian) 

references 

Vozin and Tikhomirova 
(1964) 

Ichikawa (1954) 

Tamura (1959) 

Marwick (1953) 

Marwi ck (1 935 , 1953 ) 

Zakharov (1962) 

Z剖<harov (1 962)

Efimova et a1. (1968) 

Efimova et a1. (1968) 

Ef工mova et al.(1968) 

Imlay (1967) 

Marwick (1953) 
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ては， 研究者間で必ずしも見解が一致していないが，

最も有力なのは Otapiria と Lupherella である .

OtaPiria は Marwick (1935) がニュー ジー ランド

のジュラ系より産出する Pseudomomotis marshalli 

Trechmann に命名した属で， その後異なる地域の

異なる層準からも ， 幾つかの種が追加された . 表 l

に今までに提唱された種を列記する . Hertlein et al. 

(1 969) は本属を ， 外形は Monotidae に類似するが靭

帯簡の大きさか ら Aviculopectinidae に含まれると

した . 背縁部に関する詳細な研究は少ないが， Mar. 

wick (1 935) の原記載によれば， Otaþiria の靭帯窓は

Monotis のそれと類似しており ， 両者を別科にすべ

きと は思われない Monotis と同様右殻前部に前耳

があるが Monotis よりも更に小さ い. 殻表は殆ど平

滑で弱し〉同心円肋 (concentric wrink le) やかすかな

放射肋が認められるが， 一般に装飾は右穀と左殻で

異なる . 一方北米の上部ジュラ系(オックスフォ ー

ディアン)に産する Buchia coηcentrica (Sow巴rby)

は弱しミ同心円肋に加えて ， 微細な放射肋を持つ点で

mゆ1仰 とよく似ているが，前者の方がはるかに前

傾した外形を持つ点で異なる . 総合すると Otaþiησ

は Monotidae に含めて問題ないと思われる (Kipa.

risova et aL , 1966; Imlay, 1967; H ayami , 1975). 

Pleuromysidia (type species ・ P. dubia) は Ichi.

kawa ( 1 954) が提唱し疑問符付きで Monotidae に

含めた属で， 四国の桜谷地域を様式地とする . 本属

は穀の膨らみが Otゆかia marshalli に較べ多少大き

いが， 殻装飾とごく小さな右殻前耳はよく類似する .

Zakharov (1962) が Pleu1'omysidia を Otapiria のシ

ノニムとしたことに従って， Vozin and Tikhomirova 
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(1964) はシベリアのカ ーニアンからノ ーリ アンに産

する穫を Ot，ゅzna dubia (Ichikawa) として記載し

た . 一方 Imlay (1967) , Hertlein et al. (1969) は両

者を別属としたが， 著者は Hayami (1975) と同 じく

前者の見解を支持したい. なお表 2 に日本での Ota.

pzηG の産出地をリストしておく .

Imlay (1967) が北米オレゴン， カルフォルニアの

下部ジュラ系(プリンスパキアン) 産の二枚貝に提

唱した Lupherella は小型類円形でほぼ等側 ・等殻の

二枚貝である . 穀表には細かい放射肋 ・ 同心円肋が

発達し，外形 と合わ せ て Posidonotis， Amonotis, 

Aulacomyella にも類似する . しかし右殻前部には小

さな前耳があり ， 狭くて深い足糸湾入を伴う . 模式
種の Lupherella boe，chifon冗is (Hyatt) は Hyatt

(1 894 ) によってジュラ紀の、Daonella" とされたが，

Imlay が右殻の背縁前部に小さな前耳を発見した .

従って LuPherella も Monotidae に含めてよいであ

ろう .

さて模式属の Monotis は ， 二畳紀から三畳紀にか

けて類似の二枚貝が多いために ， 分類上多くの混乱

が生じた . その経緯は Kobayashi (1 935, 1938), Ko. 

bayashi and Ichikawa (1949) , Ichikawa (1958) , 

Grant.Mackie (1978a) が詳しく紹介しているので，

1950 年以前は簡単にそれ以降は多少詳しく紹介す

る .

1 830 年に Bronn はオ ーストリア ・ ア ルプス の

Ha ll stadt 石灰岩より産出する薄殻でほぼ等殻の二

枚貝を初めて Monotis と命名した(模式種 : Pecti. 

nites salinarius Schlotheim , 1820 : 後次指定 Her.

mannsen , 1852). 

表 2 日本の Olaþiria 産地

Table 2 Localities of Otaþiriαin ]apan 

species formation 1 oca 1 i t i es re ferences 

O. kanmerai Tanoura F , 

(Tamura) 
Kurosaki and south of Tsurukuchi Pass , Tamura (1959) ,Orita 
Tanoura Town , Ashikita Gun , Kumamoto (1962) , Matsumoto 
Prefecture and Kanmera(1964) 

cf. O. Takagochi F. Norせ1 of Takagochi , Yatsushiro City , do. 
kanmerai Kuma町lO to Prefecture 

O.kanmerai Matsukuma F. West of Mameguri , Swくamoto Vi11age , do. 
O. dubia Yatsushiro Gun , Kumamoto Prefecture 

O. dubia Wasahi , Izumi Vi11age , Yatsushiro Gun , Persona1 Comm. with Dr. 
Kuma訂lO tO Prefecture Murata A. of our 

institute 

O. dubia Kubodani F. Kubodani , Nomura Town , Higashi-Uwa Gun , Hada(1974) 
Ehime Prefecture 

O. dubia Upper member Nagayasu , Kamin剖くa Town , Naka Gun , Ichikawa (1954) 
of Lower Tokushima Prefecture 
Kochigatani 
Subgroup 
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表 3 各研究者による Monotis の分績の比較

Grant-Mackie (l978a) を改W . ・ は Grant-Mackie (1978b-d, 1980b, c) で悦附された半Jr純・

新型縫， (?)は細分の位訟に疑問が残る強.店主総は災なる 粋へ移された何
Table 3 Correlation of subdivisions of Monotis adapted from Grant-Mackie (1978a) 

Ichikawa , 1958 Westermann , 1973b Grant-Mackie Ando , 1983 
1978a-d , 1980a-c 

M_ (Monotis) M_ sa1inaria Group M_ (Monotis) 

salinaria salinaria sa1inaria and subsp_ 
s. hauerエ s _ 1imaeformis an]UenS1S 
s_ inequiva1.vis digona digona M_ sa1inaria G_ 
digona haueri haueri 
hoernesi inequivalvis (?) 、 hoernesi 
limaeformis 、 megalo ta (?) 

megalota 、

M_ (Entomonotis) M_ typica Group ¥ M_ (Eomonotis) 

richrnondiana 
、

typ~ca 1 typica and subsp_ 
ochotica and t. anjuensis 1 scutiformis and subsp_ M_ scutiformis G_ 

subspp _ scutiformis 、 p1.nens1.S 
pachypleura p~nens~s 1 。btusicostata
scutiformis obtusicostata inequivalvis (つ) M_ sa1inaria G_ 
typica iwaiensis (?) lWa1.enS1S 
subcircularis mukaihataensis (?) jakutica and subsp_ 
zabaikalica "2. var. 1 '1 *diptonensis 

'1 *kiritehereensis planocostatall (ヲ )1 � 
,\ I 
、 , 
,\ I 

、:

, ¥ 
, ¥ 

M_ ochotica Group 配ochotica and 
subspp_ 

jakutica 
pachypleura and 

subspp_ 、

、

M_ subcircularis ¥ 

Group 、

subcircularis 
callzonensis 

、

一1 M_ zabaikalica 

ど
Group 

zabaikalica and 
subsp_ 

calvata 
工outhieri

表 4 Grant-Mackie ( 1980a) の推定したMonotisの系統

Table 4 Phylogeny of Monotis inferred by Grantｭ

Mackie (1980a) 

Otapiria 
• ? 

Eomon口 tis

------•--‘ 

*rauparaha (s _s _) 阿_ ochotica G_ 
*r. mokaui 
官 r. aries 
*murihikuensis (s_s.) 
会 m_ tarigatura 
*marwicki 
*wairakae 

Monotis (s _1_) 

mukaihataensis M_ zabaikalica G_ (?) 
"2." planocostata 

M_ (Entomonotis) 

richmonodiana and subsp_ 
。chotエ ca and subspp_ M_ ochotica G_ 
pachypleura and subspp_ 
intermedia 
callazonensis 
subcircularis and subspp_ 

M_ subcircularis G_ 

zabaikalica and subspp_ M_ zaba i Jく alica G. 

M_ (Inflatomonotis) 

hemispheri"a M_ ochotica G_ 
官warepa na

M. (Maorimonotis) 

calvata 
routhieri M_ ca1vata G. 

合maniapotoi

*awakinoensis 

Monotis (s_s_) Entomonotis Inflatomonotis 

一方 Pseudomonotis は Beyrich (1 862) が Avicula

の亜属として提唱し， 模式種を指定せずにレーチア

ンの Avi・'cula conω1'ta Port l ock と上部二畳系の

G1)t�hites sþeluηCG1示。 Schlothe im の二種を本車属

に含めた . Stoliczka (187l)は Pseudomonotis を独

立属に昇格させ， 模式種として後者を指定した . こ

れ以降 Pseudomonotis の属名は一時期ではあるが，

上部二畳系から上部三畳系にわたる Monotis を含

む多くの種に適用された . ー例えば Teller (1886) は ソ

連東部ベルホヤ ンスクの上部三畳系から産したKey-

• 
Maorimonotis 
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serling (1846)の Avicula ochotica を本属のれ特徴種H

とした .

Bittner ( 1 90 1 ) は Pseudomonolis の分類を再検討

し，次の 5 つのグループに分けた .

1) Pseudomonolis (Eumorþh叫is) (subgen. nov.) 

2) P. (Claraia) (subgen. nov.) 

3) P. (Eumicrotis) Meek 

4) P. bocharica グループ

5) P. (s.s.) = P. ochotica グルー プ

B i ttner の分類はその後 Trechmann (1917) , 

Smith (1927), Kiparisova (1932 ) ら多くの支持を得

た . しかし本来の Pseudomonolis に Eumic1'O tis の

亜属名をあて ， 現在 Monotis の代表的構成種と考え

られている Avicula ocho l ica を狭義の Pseudo

monol is とみなしたために名称上の混乱を招 く こと

になった.

Marwick (1935) はニ ュ ージーラン ド の ochol i，ω

グルー プ (Trechmann ， 19 1 7) に対し ， Monolis と

は別の独立属 Entornonotis を設立し ， Pseudomonoｭ

tお から分離した. この後 Mull er ( 1 938) は Monotis

salinaη幻 に従来知られていなかった右殻の前耳が

あることを発見 し ， Eηtomono仰 を Moηolis のシノ

ニムとした. しかし日本ではその後も Eηtomonolis

が属名として使われた (Kobayashi and Ichikawa , 
1949 ; Ichi kawa , 1954). 

Ichikawa (1 958) は三畳紀の薄殻二枚貝を総括し ，

準等殻で小さな前耳を持つ Monotis (Monolis ) と ， 不

等殻で前者より大きな前耳を持つ M. (Entomonoｭ

l is ) に二分する分類を提唱した(表 3) . この分類は

主に 日本 とソ連の研究者 に認められ， Treatise 

(Hertlein et a l. , 1969) に も採用されている .

しかし Tozer (1 96 1 ) や Westermann (1 962) は同

一化石層から準等穀種と不等殻種が得られること

(M. callazonensおと M. jakutica) ，両者の中間的

形態をも った種 (M. subcircularis) が存在すること

から Entornonotis 3E属を認めていない. 更に West

ermann ( 1 973a) はこ の 2 つのグループの地理的分

布がオーバーラップする こと ， 殻の膨らみ ・ 前耳の

形や大きさに両者ともかなりの変異があることをあ

げた . そして殺の膨らみと装飾J ， 後耳の大きさと装

飾に基づいた，形態による Monolis 各種の系統を推

定した. また時代と共に肋数が減少する一方， 後耳

が大型化しその装飾が弱くなる傾向を認めた . この

うち肋数の減少は既に市川(1954) によ っ て指摘さ

れている .

Westermann (1973a , b) は世界各地から報告され

た分類上適格な約 60 の種及び亜種を検討し， そのう

ち 19~20 種を有効と認めた . これらは むφica， sali・

naげa， ochotica, subcir.αtlaris， zabaikalica の 5 つ
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の種群 (spec ies grou p) に まとめられた . また穀の

膨らみ， 後翼の大きさ ・ 形，殻の装飾等の形態と地

理分布から Monot is の系統と放散を推定した.

最近 Grant-Mack i e (1976 , 1978a-d, 1980b, c) は

ニ ュ ー ジーラ ンド及びニューカレドニアの Monotis

を再検討し，両地域に固有な新頭属の Maoηrnono

tis, Inflatomonotis を含めて 5 つの頭属に細分する

と共に ， 計 9 種 4 亜種と いう 数多 くの新種 ・ 新亜種

を設立した(表 3 ) . そして亜属レベルでの系統を考

えた(表 4 ) . こ の地域は二枚貝及び他の海生動物群

についてもむしろ特異な生物地理区を形成しており

(Ha lla m , 1981; Stevens, 1 980) ，北半球各地域 と

の共通の要素は少ない . しかし Monotis を 5 亜属に

分けることが妥当であるか， 大きな変異にもかかわ

らずこれほど種の細分ができるかについて，著者は

確た る見解を持ち合わせていないので，本報告では

Grant-Mack ie の亜属分類は使用しない. ここ では

Westermann による種群の扱いを若干修正して用

いることとする(表 3 ). 

層位学上の意義

後期三畳紀ノ ー リアンの地層は世界的に時代区分
に有効なアンモナイ トを多産する地層が少ない こと
か ら ， その代用 として しばしば Moηotis が利用され

てきた . Monotis は Halobia， Daonella な どの他の

三畳紀薄殻二枚貝と同じく ，生存期聞が短く 世界的

分布をするので， 示準化石としての条件を良 く 満た
している . しかし逆に Monolis の極端な排他的産状

と ， 産出層の同時性を ク ロスチェ ックする他の化石

が乏しい事は ， Monotis の生存期間の地域差，地理的

変異， 移動の推定を短めて困難にしている . 例えば
日本の Monotis 層でわずかに共産する示準化石に

A rcesles, Rhacoþhyllites, Placites などのアンモナ

イト があるが， これらは一般に保存が惑く種の同定

が困難である .

一方チャート相三畳系に多産する コ ノドン トは

Monolis I習のような陸棚相の三畳系からは産出しな

い為， コノドント帯との対比も一般に困難である .

ただしニュ ー ジー ラン ド南島の Torlesse 累層群の

Okuku 石灰岩や Mount Mason 石灰岩では Mono
tis と共に Parc沼ondorella navicula naviaぬ Huck 

riede. Paragond01'ella steiηbe1gensis Mosher , 

Hindeodella suevica (Tatge) 等のノーリアンのコノ

ド ン 卜が産出している (Jenkins and Jenkins, 

1 97 1 ). 従 っ て石灰岩中ならばコ ノ ド ン ト帯との対比

が可能かもしれない. しかし日本では純砕な石灰岩
中か ら Monotis が産出した例はない.
表 5 は Westermann ( 1 973b ) が示した世界主要地

域の Monotis 帯の対比案である . 左端には三畳系の
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表 5 Westermann (1 973b) による世界各地の Monolβ の垂直分布と対比 p皆区分は Wiedmann et al. (1979) に従う .

アンモナイト ;m: は Tozer (1979) も併記 括甑内の純はごくわずかしか産出しないもの

Table 5 Correlation chart of Monotis sequences in the world adapted from Westermann (1973b) 

British Columbia ammoll<コid zone North East British Columbia Japan 

Tozer.1967 Tozer.1979 Nakazawa.1964 Ichi陥wa. 1954 I 
Chomr,assrohc, eras C.crickmayi 

Cochfoceras 

------1 町MIca pos tero仰na
zabaikalica zone 

設
amoenum 

pachypleura-
(pachypleura 加同年泊eríca) subzone 

Rhaetian Rhab由ceras 向cholica ochotica) 
ochofica 

subc'-rcularis ochotica I subzone 
sueSSI 

Gnomohalorifes zone 

cordi/leranus i ，ak山ca 叫 densistriata 

。…ケ〆/ 一一ー一一一 一一ー 一一一 subzone /-I 叫0悶 dens is t
/' 一一一一一一一一 一一一

Himavatites pmenSfS 

columbianus 

Drurerphaenrf,orers dF 
//ν… か'plca typlca 

Norian 
typlca 

Juvavites 
magnus 

Malayit.s 
dawsoni 

M。IIsKEisEoviesues 
rn 

/ 
Carnian 

Klamathit.s 
macrolobatus 

標準層序 ・ 化石帯として広く認められてきたプリ

ティッシュ ， コ ロ ンビアにおけるアンモナイト帯

(Tozer, 1967) が示されている . 本論文では Tozer

(1979 , 1980) の修正案も付記した. 本表は各地峡の

Monotis の種 ・ 亜種の産出11頂序を対比したもので大

まかな傾向をつかむには有用であるが， 種 ・ 亜種の

認定が研究者によって異なるので注意を要する .

プ リ ティッシュ ・ コ ロンピアにおいて ， Monotis の

産出層準に対応するアンモ ナイ ト帯が認定されてい

るのは次の 2 種である . M. scutijormis pinensis と

M. subcir，αtlaris はそれぞれ Himavavites columbi二

anus 帯と Gnomohalorites c01.dilleranus 帯に産出

する (Tozer， 1979 ) . それ以外のアンモナイト帯で

の Monotis の産出は確認されていない. これに対し

日本 ・ シベリアではアンモナイト産出層の発達が悪

く ， 時代論は確実性に欠ける.中沢 (1964 ) は暫定

的に肌貝層群の最下位の化石帯である DicかOCOnl

tes 帯をもっ て カ ーニ アンとノ ー リアンの境界と考

え ， 日本の M. !icutずormis は初期ノ ー リアンに出現

したとみなした . 一方ソ連の研究者ら (Kiparisova

et a l. , 1966) は Halobia との共産を線拠に，同種の

出現時期を後期カ ーニアンと考えた. これらの見解

に従うならば， 日本の Monotis の出現はシベリアよ

り も遅れたことになる . 一つの可能性として評価で

/ 

__./ zone subzone 

__./ 

__./ 品』旬、。

/ 主句
./ 

.-/ 

./ 

きるだろうが， アンモナイ ト 帝による積極的な証拠

がなく疑わしい (Gromov and T uchkov, 1971 

W este rmann , 1973b). 

既に長尾 ・ 松田 (1981 ) が総括 ・ 紹介しているよ

うに ， 最近上部三畳系の階区分について種々の異論

が出されている . 従って Monotis の消滅の時期は階

区分の用い方によって異なる . レ ーチアンの模式で

ある Kössen 層から Tozer (1967) の上部ノ ー リアン

の指示化石である Rhabdocer，αs sueSSI が産出したこ

とにより ， Kössen 層は従来の Cho九stoceras 1na1"Shi 
帯だけではなく R. suessi 帯の一部を含むことが判

明した ( Urlich ， 1972) . 従ってレーチアンの取り扱

いについては， 先取権に従い三畳紀の最上部階とし

て残し境界を再定義する見解 (Wiedmann et a l., 
1979) と ， Tozer (1979 , 1980) のようにレーチアンを

ノ ー リアンに含めて一括する見解がある . 著者は取

りあえず前者に従うことにする .

プリティッシュ ・ コロン ビアでの Monotis の最後

の種は M. subcircularis であるのに対し，日本・ シベ

リ アでは放射肋が弱いかあるいは殆どない zabaika

lica に終わる . ニ ュ ー ジーラン ド でも calvata， rouｭ
thieη のような肋の~~h 当独特の種がある . より放射

肋の弱い種がより上位の層準に産する傾向を考慮す

ると (表 5 ) ，放射肋のない種の産出層準は Tozer
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N.E. Siberia Alaska ド悟dite軒町官官、 New Zealand Nevada- Andes 

California 

つ/

(zabaikalical 一 一 一 一一 calvafa ---haueri haueri 

「rhoehurgnfFhJgs，apeunhrlf，eaerm a ica 

、\
、、、、

----sat ，na\r、，a、 .......__ 
、、、、

、、、、

、、、ー

salinaria subcircularis 
、、、 、、、~

ochotica s.1 
r;chmondiana 

subc;rcularis 

S凶CIfCU伽〆
inequivalvis ochol ica / jakutica 

(digonal 

12 fmzttJbkaa，tkhaalfiacaenzSヲisl I rc目allazon相ens is ?J
f 

------!int…仰 -戸-

----pmenSlS つ
Eomonotis Or 

ケ'þJca

/ scutiformis 
"scutiformis group" 

daonellaformis 
typ,ca (missing) (missing) (missing) 

/ 品主t。u / 宮空町
/' / 

/' / 

表 6 皿l 貝 111m における Monotis ':Wの対比
Table 6 Correlation of Monolis ・ zone5 in the Saragai Group 

Ando , 1983 Nakazawa , 1964 Onuk i and I chik a wa , 1954 トlabuti
Bando , 1~5 8 1932 

zabaikillica 
Mono tis zabaika 1ica zabaikalica C4 57 zabaikalica 5lk'Jrosawai 

semi radia ta 

56 
eurachis 

Monotis ochotica 
Eb pachypleura ambigua c pachyp!eura 

Elochotica C3 
pachypleura M 。'4 eurachis 4 jpachypleura 

ロ c eurachis 伺~ 。司 ochotica 。

55 
ochotica 

" Ea ochotica 以刊 ocholica 
eE M s 円日M S 

L O ambigua 

M densistriata 
cε L O コω ι a. ~ 
M Monotis ochotica densistriata 31densistriata 
号 o lochotica densistriata 

densistriata 2 54 densistriata 

2喝N 咽￡ 
4 
M 

.Iaf f mul tis tria ta 2 IPlaci tes 
。

司網。目、 Cb 
.lWa.lenS1S 

Monotis scutiformis C I typica 。

M no 玉t二J z 

るj typica 
~ 

Ca typl.ca scuti formis s3 
u) densistr i a ヒa

nE M s 

B I Dictyocηni tes 1 I typica L O S2 Dictyoconi tes llDictyoconites 

ω Tosapecten 
^ ITosapecten 

kolvmica 唱叶唱
5i 

z ,4 Oxytoma 

c 0. c 
コ 0 j 

C I "腕 7u4 u ω 
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(1979) の Cochloceras amoenum 帯に及ぶ可能性が

ある .

以上のように Monotis の生存期間は後期カーニ

アンから 中期ノ ーリ アン後期のある時期から ， 前期

レーチアンのある時期と限定できるであろう .

Monotis による化石帯区分は Crickmay (1928), 

清水 ・ 馬淵 ( 1932) 以降多くの研究者が扱ってきた

(表 5 ・ 6 ) . 日本でも多くの分帯案が提示されてお

り(市 川， 1954 Nakazawa , 1964 ; Tamura , 

1965) ，他の中生代二枚貝よりはるかに短い時間間隔

で分帯できる意義は大きい. しかし多くの分帯案が

類型的分類に基づいており ， 分類を再検討した上で

再考する必要があろう .

Monotis の生物地理一日本

図 l 日本の Monotis 層の分布

FOSSILS 33 (1983) 

日本における Monotis を含む地層は今までに 17

の地域から報告されている(図 1 ) . これらの地域は

個々の分布面積が狭いが， 東北日本から九州、| に及び，

大きく見て 3 つの分布区に分けられる . すなわち

A) 東北日本南部北上山地， B)西南日本内帯， C) 西南

日本外帯黒瀬川帯である . これらの分布区は日本の

地帯構造発達史を反映しているが， Monotis の生物

地理， 古生態復元に重要と考えるの:で， それぞれの

分布区ごとに地質学的状況や産出状況について略述

する .

A) 東北日本南部北上山地

1 )大船渡， 2) 津谷 ・ 気仙沼 ， 3) 歌津の 3 つの地域

から構成される . 南部北上山地の中生界は比較的単

純な摺曲構造に支配されて分布し， ジュラ系 ・ 白亜

1 )岩手県大船渡 2) 宮城県津谷 ・ 気仙沼 3) 宮城県歌i~I! 4) 百守馬

県奥利H~ 5) 東京都7!?梅 6) 東京都五日市 7) 岐阜県妙ヶ谷 8) 

京都府周山 9) 岡山県津山 10 ) 岡山県成羽 11 ) 山口県向骨11 12) 

山口県l平狭 13 ) 徳島県桜谷 14 ) 高知県佐川 15 ) 愛媛県 ( a ) 久保
谷 ( b )紋取 1 1\ 16 ) 宮崎県 ( a )室野 ( b )利桜川 ( とねごう ) 山 17) 

熊本県 ( a ) 深山(みやま)谷 ( b ) 荒瀬( c )三坂 ( d ) I.\"!ìfiI内
Fig. 1 Localities of Upper Triassic Monotis. b巴ar i ng formations in 

]apan. 
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系は 3 列の向斜盆地をなす. 上部三畳系皿貝層群及

びその相当層はこのうち西列(志津川一橋浦列)に

ジュラ系をとり囲むように， あるいは接して分布す

る . 南よ り 水沼， 橋浦， 歌津， 津谷 ・ 気仙沼地域の
うち Monotis を産するのは歌津， 津谷 ・ 気仙沼地域

に限られ， 前二者は本層群の下部層のみが分布する .

歌津， 津谷 ・ 気仙沼地域の皿貝層群は地質構造が単

純な為， Monotis の層序がよく追跡でき，化石の二次

変形も比較的少ない. 歌津地域については， 岩質 ・

堆積環境の概要を既に報告した(安藤， 1982 ) . ・ 本層

群は恐らく陸成~半海成の中一組粒砂岩を主体とし，

炭質泥岩を含む下部層の平松層(新称)と ， 浅海成

の際岩 ・ 砂岩 ・ 泥岩から成る上部庖の皿貝坂居(新

称)より構成される . Monotis は即貝坂j習の最下部を

|徐く多くの層準に多産する .

最近東列の大船渡地域の白亜紀層(大船渡層群)

の西縁， すなわち東列の向斜の東翼に M. ochotica 

を含む凝灰質砂岩を際として含む凝灰質際岩層が発

見された (金川， 1 981: 金川 ・安肱 1983 ) . 凝灰

質岩中から Monotis が産出した こ とは， 岩質と産出

様との関係を考え る上で重要である .

B ) 西南日本内帯

7) 妙 ヶ谷， 8) 舟 山， 9) 津山， 1 0) 成羽， 11 ) 向畑，

12 ) 厚狭， 及び内帯の東方延長部と考えられる 4 ) 奥

利根の 7 地域がこの分布区に含まれる . これ ら の地

域は内帯に散点的に分布し， 外帯の Moηotis 層が顕

著な帯状配列をするのと対照的である . 最近のコノ

ドント ・ 放散虫による化石層序学はチャート相三畳

系 ・ ジュラ系の発見をもたらし ， 内帯の古地理復元

に画期的な改革をうながした(小池， 1979 : 八尾，

1982 : 八尾他， 1982 ) . チャー卜相三畳系と Monotis

を含むような陸棚相三畳系の関係は必ずしもよくわ

かっていないが， Monotis の古地理上の分布を考え

る上で重要である .

Toyohara (1977)， 八尾 ( 1977) ， 木村(1977 ，

1979 ) ， 勘米良他(1980) は三畳系の分布か ら 当時の

西南日本の古地理復元を試みた. 北方には大陸(飛

車'ji大陸)が想定され，南方に海域すなわち秩父地向

斜が広がっていた . 大陸側の湖沼~三角州~陸棚に
は際岩 ・ 砂岩 ・ 泥岩から成り石炭を狭む陸棚相(あ

るいは美祢相)堆積物が堆積し， 海側にはチャート ・

泥岩を主とするチャ ー ト相准積物が堆積した . 前者

は津布団 ・ 埴生 ・ 厚保 ・ 美祢 ・ 成羽の各層群，ある

いは志高 ・ 難波江層群で代表され， いずれも岩相よ

り堆積サイクルが認められる Monotis はそれらの

うち埴生層群 ( 12) 厚狭) ， 成羽層群及び津山市の上

部三畳系より得られている . また陸棚相三畳系の一

部は舌状に張り出すように堆積し， これが向畑， 周
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山， 妙ヶ谷， 奥利根地域に相当す る . これらの地域

では前述の地域よりもはるかに細粒の堆積物に富み，

黒色泥岩が卓越し， 相対的により沖合に堆積したの
かもしれない

向畑地域ではチャ ー卜 の卓越するアニシアンから

カーニアンの地層の上位に， 整合で海底地すべり堆

積物を伴う泥岩の卓越するノ ーリ アンの地層がのる

(T oyohara , 1 977 ) . これにはノ ー リアンの コ ノド

ントを含む厚いチャートや砂岩も挟まれており ， 砂

質泥岩から M. scutijon句会が産出している . 一般に

日本の Monotis が砂岩 ・ 泥岩の卓越する浅海性の砕

屑物中に多産することを考えると ， これは注目に値

する . 周山(下西他， 198 1 ) ，妙ヶ谷， 奥利根地域で

も Monotis 層に近接して上部三畳系のチャート層

が分布するので， Moηotis 層とチャー卜層の関係が

更に解明される事が望まれる .

C) 西南日本外帯黒瀬川帯

13)桜谷， 14 ) 佐川 ， 1 5) 愛媛県西部， ~6) 五ヶ瀬，

1 7 ) 熊本県中央部と 5)青海， 6) 五日市を含めて本分

布区とする . 秩父帯(広義) 中部の所謂黒瀬川帯及

びその付近には， Monotis を含む磯岩一砂岩一泥岩

相の上部三畳系が四国東部の桜谷地域から熊本県に

かけレンズ状 ・ 塊状に分布する . 青海 ・ 五 日市の

Monotis 層は関東山地における黒瀬川帯の延長部と

考え られる Monotis 居は ， レンズ状・塊状分布の境

界の多 く が断層であり ， 黒瀬川帯を特徴づける異な

る岩質 ・ 時代の地層から成る複合岩体のーフ・ロック

として見出される . 複雑な地質構造の為に Monotis

層の分布は断片的で全体的な層序確立は困難な場合

が多い. しかし熊本県中央部の深山 谷地域では

Monotis の生層序が良く追跡でき ， 保存 ・変形等の条

件も良好である (Tamura ， 1965). 

黒瀬川帯及びその周辺の Monotis 層は河内ヶ谷

層群で代表され， 際岩 ・ 砂岩 ・ 泥岩から成りむしろ

砂質岩が多い浅海堆積物である .

黒瀬川帯から離れた地域にはチャート相， 石灰岩

相の三畳系が見い出されており ， 少なくとも一部は

Moηotis 層と同時異相関係にある . 石灰岩相は上

村 ・ 田穂の石灰岩で代表され， コ ノド ン トから判明

した時代はスキチア ンからノ ー リアンに及んでいる

(小池， 1979 ) . 一方三宝山帯の南縁には中~上部三

畳系石灰岩が帯状に連続する . 垂直断面がフィラメ

ン ト状の薄殻二枚貝が密集する she ll bi omicrite が

幾つかの層準に認められており (Kanmera ， 1969) , 

Monotis の産状と似ている点がある . 最近 Tamura

( 1 98 1 ) は九州の神瀬層群で， 従来カ ーニアンとされ

た部分からノーリアンからレーチアンと思われる

mega lodont を採取した Monotis の地理分布，当時
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* M. salinaria Group 

1:::.. M. scutiformis Group 与
企 M. ochotica Group I 
・ M. subcircularis Group 

o M. zabaikalica Group 

o M. calvata Group 

• ロ
図 2 位界の Monotis分:1lï 殴れとその分布は Westermann (1973b) を改作

古大l控復元図は主に Smith and Briden (1977), Damborenea and Mance一

首do (1979) に法づいて改作 点を打 っ た部分は大陸 1波紋はf\l Jじが不開;かな
海保線 N， S は jftlÆ される両艇の位世

Fig. 2 World-wide distribution of M仰otis. Species groups and thQse 
distributions are adapted from Westermann (1973b) 

F 
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の気候を考える上で重要であろう .

木村(1977 ， 1979) ，勘米良他(1980) ，村田(198 1)
らは黒瀬川帯が三畳紀には既に列島や海底上の高ま

りと して存在し，列島沿岸部に砕屑物を供給し際

岩一砂岩一泥岩相三畳系が堆積したと推定した . 沖
合ではチャ ート相三畳系が堆積し， 三宝山帯では塩

基性噴出岩類 ・ 石灰岩 ・ チャートから成る地向斜相
三畳系が堆積した.

このように外帯に おいても Monotis 層は陸源堆

積物が供給される浅い海域に堆積した事は獲実であ

る Monotis が遠洋性堆積物から見出された例はな
u 、

以上の 3 つの分布区を総括すると ，日本の Mono一

郎は一般に沿岸浅海性の地層から産しており，

Daonella, Halobia がむしろやや沖合 ・ 公海性と推

定される地層に産するのと対照的である . 三畳紀後

期のノーリアンには日本の陸棚域に広く Monotis

の生息場， あるいは少なく とも堆積場があったと推
定される .

Monotis の生物地理一世界
Monotis は他の三畳紀の薄穀二枚貝と同様顕著伝

汎世界的分布を示し (Westemann ， 1973a, b ; To-

表 7 "1"生代簿殺二枚貝の生活型の推定

23 

zer, 1971 ; HalIam , 198 1 ) ， 三畳紀の生物地理や地

史解明に重要な情報を提供す る.本項では West巴r
mann (1973b) の世界的な分布図に基づいて，それ以

降の産出報告や研究を加えて修正した図 2 を中心に
述べる . 世界各地で報告された種は，既に分類の項
で述べたように，同種でも異なる地域で産出した場
合には別種名で記載されることが多く ，種の認定は
研究者間で一致 しない.そこ で便宜上 Westermann
の種群 (species group) を用いた(表 3) . ただし
ochotica, subcircularis, salinana グループはそ の

ままとするが， ~汐ica グループはち少zca が scuti
formis のシノ ニム と考えられるので scut扮わ匁is グ
/レープと呼ぶ. また zabaikalica グループに含まれて

いた calvata， routhien: は Grant-Mackie (1976) に
従い calvata クールー プと して分離した .

Westermann (1973b) は Monotis の生物地理の特

性を何点かにまとめた.そのうち国 2 か ら判断でき
るのは次の 5 点であろう .

1 )分布は環太平洋地域とテーチス海地域に限 ら
れる

2 )太平洋は現在と同様，動物分布の longitudinal
な障壁となっていた.

3 )最も早く 出現した M. scutijormis の分布の中

心，つまり Monotis の放散 (d ispersal) の中心は東

Table 7 Mode of life of several Mesozoic thin-shelled bivalves presumed 

by many authors. bent: benthonic, bent-epi: benthonic and epibyssate 

of attachment to seaweeds on a sea floor , bent-end: benthonic and 

endobyssate, pseudo: pseudoplankton ic, nekt: nektonic. 

Ento-: Entomonot日 Eo-: Eomonotis, Maori-: Maorimonotis 

Monot�s M.IEnto-) ト1. IEo-) t-1. (Haor iー) Halobia Daonella Bositra others 

Krumbeck (1924) bent 

Schmidt(1938) pseudo pseudo pseudo 

Schwarzacher pseudo pseudo pseudo 
(1948) 

Ichikawa(1958) pseudo or 
bent-epi 

~"'etermann (1962) pseudo or 
bent-epi 

Jeffer ies and nekt nekt nekt nekt Steinmannia 
~linton(19 6 5) nekt 

f1ayami (1969) pseudo nekt nekt nekt Buchia pseudo 
or bent 

De Capoa Bonardi pseudo nekt? (1970) 

Stanley(1972) pseudo 

Westermann(1973a) pseudo or bent bent-epi 

Gruber (1976) be nt - epi , 
- endo ,nekt? 

Grant-l¥1ackie bent-epi bent-epi bent-end Otap i[ia plankt 
11980a) or bent-epi 

Hallam(1981) bent 
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アジア地域(当時の周極地方)にあった. それに続
き oc加tica， salinaria, subcir，ωlaris グ lレープが 3

つの major “realms" に分化 ・ 放散した.

4) M. ochotica, salinaria, subcircularis グルー

プの分布は，当時の経度にして少なくとも 100. 以上

に及ぶ.

5 )極端に longitudinal な分布は温度差の少ない
海中気候を意味し，少なくとも一部はむしろ均一な

気候の表層水に生息していただろう .

更に Westermann は種群によって， 後期三畳紀の

3 つの時期にわたる放散過程を推定しており，

Kummel (1979) にも紹介されている . 各時期に出現

する種群を以下に示す.

1 )後期カーニアン(?)~中期ノ ーリ アン

M. scut伯仲nis

2 )後期ノーリアン
: M. ochotica, salinaria, subcircularis 

3 )末期ノ ー リアン~初期レーチア ン(? ) 

: M. zabaikalica 

時間区分の証拠が十分とはいえないが(表 5) ， 中生

代の二枚貝としては極めて短い時間間隔で分布様式

やその推移が扱われた点で注目される .

三畳紀の二枚貝ブォーナ， 特に Pterioida には汎

世界的要素が多く ， Mono加 がその代表の一つであ

ることは言うまでもない. この事は三畳紀には海水

の温度差が少ない温暖気候が支配的であったという

推論の根拠のーっ とされる (Hallam ， 1981). 

古生態学的意義

Monotis を含めた中生代薄殻二枚貝の古生態につ

いては幾多の議論がなされてきたが， それらの根拠

はいずれも産状と形態であって直接的証拠に乏しい.

現生二枚貝には類型を求め られないこ とや，生活状

態を保存した産状が見出せない現状では，間接的な

状況証拠を多数集めて総合的に判断することが望ま

しいであろう . 表 7 は代表的な 7 つの属について

従来の生活型推定の見解をまとめたものである .

Schmidt (1938) が Monotis， Halobia, Daonella 

の 3 属に対し現生二枚員にはない擬浮遊性の生活型

を想定して以来，この生活型は他のいくつかの中生

代の薄殻二枚貝の特異な産状と形態をうまく説明で

きることで注目と賛同を集めた(Ichikawa ， 1958 ; 

Westermann, 1962 ; 速水， 1969). Monotis は準等

殻~不等殻，不等側な殻をもち ， 明 らかに Pecten や

Lima のような遊泳に適した形態ではない. 少なく

とも直線的な運動はできない.足糸轡入の存在は足

糸によって何らかの固形物に付着していたことを思

わせる . 浮遊海藻や流木等に付着した擬浮遊性の生

活様式を考えるならば，汎世界的分布や岩相に支配
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されない産状をうまく説明できる . 突発的な強い水

流によって吹きょせられ浅海の砂質堆積物に密集す

るのかもしれない.

一方 Westermann (1973a) は準等殻種 リ1. salina. 

na ク'ループ)と不等殻種 ( M. ochotica ク'ループな

ど従来の Entomonotis ) といった形態の相違が生活

J儀式の差を反映すると考えた . すなわち前者は擬浮

遊性から外生の底生生活様式で浅海域 (neritic ) か

ら遠洋域 (epipelagic) に生息し ， 後者は底生で上部

浅海帯に生息したという . その後 Westermann

(1973 b) は特に不等殻種では形態的に擬浮遊性は不

可能で個体群の一部のみが擬浮遊性であったと推定

した . この推論は堆積相によって産出種や産状が異

なることに注目しており重要である .

最近 Grant.Mackie (1980a)は Monotis の生活様

式について大担な推定を提示した. それによれば

Monotis は現在の海藻林に比較される大型の藻類に

付着するエピフ ォーナであった. そして形態によっ

て海藻に付着する位置が異なっていた . M. (Eomo. 

notis) は海藻の先端部に ， 大型の M. (Entomonotis) 

は海藻の根元付近や茎の部分に付着した. これらと

はかなり形態の異なる M. (Maorimonotis) のような

種は底生か半内生 (endobyssate) であったという .

周期的な嵐が海藻ごと吹きとばし付着生物と共に漂

流した . 漂流したいくつかの個体が別の場所で新し

い個体群を形成したという . この見解は 3 亜属がわ

ずかに異なるニッチを持つという点で注目されるが，

決定的証拠に乏しい.

現生の Pteriidae や Pectinidae のうち比較的薄

い殻をもっ不等殻の種がしばしばトゲサンゴ， ヤギ

などの樹状の腔腸動物に足糸で付着して生活する事

実は注目に値する . また ， 砂底に自由生活する二枚
貝にも幼期の一時期には底生の海藻に付着する穫が

少なくない. また後鯨類の中にはホンダワラのよう

な浮遊海藻に住み擬浮遊性の生活を営む穫が知られ

ている Monotis の殻が非常に薄く ， しかも一般の底

生二枚貝と比べて穀厚の劣成長的傾向が強い(殻の

厚さが殻長や殻高に比べてあまり増加しない)こと

から ， 海藻に付着して生活したことは最も考えやす

い. しかしそれが底に生えていた海藻であったのか，

流れ藻であったかは今後の研究にまたなければなら

ない.

Monotis の古生態の問題は他の薄殻二枚貝へも展

開できる可能性があり， Westermann (1973b) が考

えた Daonella → Halobia → Monotis としミうニッチ

の継承も検討されるべきであろう . これらの二枚貝

の産状がむしろ oppotunistic な適応戦略を思わせ

るのに対し， ヨーロッパでは比較的安定な堆積環境

下に堆積したことは注目すべきであろう (Hallam ，



化石 33 (1983) 

1981 ) . ただし M. salinaria がア/レプスの Ha ll stadt

石灰岩のような比較的遠洋性を思わせる堆積岩か ら

知 られるのに対し， 日本やシベリアの Monotis は砂

岩 ・ 頁岩等の砕屑岩に殆ど限られて産出する . この

ように種あるいは種群による生態の多様性も並行し

て検討する必要がある .

おわりに

以上のように Monolis は中生代二枚貝としては

標本が得やすいにもかかわらず， 未解決の問題が少

なくなし再検討の余地を多 く残している . 日本で

は少なくとも 1966 年以降殆ど報文がない. 過去の生

物ということで現生生物のような幅広い研究は著し

く 限定されるけれども ， 分類 ・ 生物地理 ・ 古生態な

どのいくつかの側面からの研究が可能であり ， 手頃

な材料と考える.関連科学の発展に伴って開発され

たいくつかの解析法を十分に駆使して，様々な視点

から化石生物の実態に迫る姿勢が必要と思う . また

産状や形態の観察からも ， 化石のもつ情報を最大限

に生かして ， Monolおが如何なる生物であったかを

追求したい. その 2 では著者が南部北上山地，特に

歌津地域の材料で行なった研究成果を要約し， Mo. 

notぬ の古生物学的・進化学的意義を述べる予定であ

る .
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化石通信
埼玉県立自然史博物館1)

埼玉県立自然史博物館はわが国地質学発祥の地，

埼玉県秩父郡長瀞町の荒川の清流沿いの松林のなか

にある新設問もない自然史博物館である . 開館は昭

和 56 年 11 月 10 日 で， 県が自然系博物館の建設を決

定してから 4 年余りで開館にこぎ着けた .

この地には昭和 24 年から 55 年 8 月 3 1 日まで 30

年余りの間，秩父自然科学博物館があり ， 会員諸氏

のなかにも訪れた方も多かろう . この博物館の建物

は木造で手狭ではあったが， 周辺の港着いた自然の

たたずまいによくマッチしたものであった. さらに

18 号まで続いた秩父自然科学博物館研究報告は程

度の高い内容で， 秩父だけでなく広く関東山地全域

の動物 ・ 植物 ・ 地質の報文として貴重な存在であっ

ただけに廃刊が惜まれた . なおこの博物館は秩父鉄

道株式会社が経営 していたが， 閉館と共に雑誌， 図

書，標本類など約 12 ， 000 点は県立自然史博物館に寄

贈されたとのことである .

新設の埼玉県立自然史博物館は 2 階建てで総面積

約 3000 m2 のレンガ張りのモダンな建物である . 展

示部門は 932 m 2 で全体の約 31% ， 講堂 ・教室等の教

育部門 280 m 2 の約 9 % ， 学芸員室等の研究部門 202
m 2 で約 6 . 7%，化石処理室等の技術部門 158 m 2 で
約 5.2% ， 収蔵庫等の保営部門 530 m 2 で約18% ， 館

長室等の管理部門 498 m2 で約 17%， ロビーその他
が 406 m 2 で約 14%である . 一階は展示部門と技
術 ・ 保管部門が占め， 二階に教育 ・ 研究部門が入り

機能的に配置されている .

全体の 31%を占める展示部門は玄関を入つての

オリエンテー ションホール，地学展示ホール， 生物

展示ホールと三分されている . オリエンテーション

ホールは最近秩父盆地から発見され発掘された

Paleoparadoxia を 中心にした展示が行なわれてい

る . Paleoparadoxia の産状模型と 3 頭の骨格復元群

像はこの博物館の圧巻である .

地学展示ホーjレは秩父古生層，山中地溝平野， 埼玉

II Saitama Muse山n of Natural History 
2) Hisayoshi Igo 筑波大学地球科学系

猪 郷 久 義2)

の変成岩， 盆地と丘陵，矯玉の地形と地質などといっ

た題目で実物標本， ジオラマ等で展示が行なわれて

いる . ソ -1レマークと砂泥互層の二つの実物大のレ

プリカ模型はひときわ目立つた展示物である .

生物展示ホールは冬枯れの雑木林と池や沼， みど

りのこい夏のアカマツ林， いろどられる プナ林と渓

流， 石灰岩にきざまれた自然の造形， シャクナゲ咲

く 初夏の原生林といった展示がある . これらはいず

れも生態系を示した展示でその前に立っとそれぞれ

の生態系の中に実際に居るような錯覚にとらわれる

よ うになっ ている .

展示物や収蔵品の大部分は埼玉県内産のものとの

ことであり，特に展示物はすべて県内のものを用い

てある . 展示はジオラマや生態展示を主体とし， 標

本類がテーマ別に展示されたものがなく ， 筆者が訪

れた開館当初は古い博物館とは大部異なった イ メ ー

ジであった . 最近は来覧者の希望もあってテーマ展

示も若干行なっているとのことで，地質関係では，

秩父盆地の地質と題し， 盆地の地形か ら化石までを
取り扱っているとの事である .

主催事業としては常設展以外に動物 ・ 植物の自然
観察会， 地質野外観察会，科学教室， 映画会，講演

会などが月 1 ~2 回開催されている . 戦員は昭和 57
年度で館長以下 19 名， うち地質関係の学芸員は 5 名
である . 休館日は月曜日(休日の場合は火曜日)，祝

日のうち元日 ， 成人の日 ， 建国記念の日，春分の日

と年来年始である . 入館料は一般 100 円，学生 ・ 生
徒・児童 50 円となっている . 交通は秩父鉄道上長瀞

駅下車徒歩 5 分である. 出版物は目下展示ガイドと
児童 ・ 生徒向けの自然史百科， 観覧のしおりなどが
ある . なお学術的な研究報告の埼玉県立自然史博物

館研究報告の第 1 巻が， 廃刊 となった秩父自然科学
博物館研究報告を継承して近く 出版されるとのこと
である .

この地を訪れる会員諸氏の御一覧をお奨めしたい.
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軟体動物種の索引と日本産新種

林 貞
1) 

Index to molluscan species and new species 

of ]apanese Mollusca 

Tdietli kobayashil} 

リ ンネの時代か ら動物の分類 ・ 記載が学術的に本

格化して ， 種 ・ 属 ・ 科などが無数に増加して来た .

その情報を伝えるために， 1865 年以来 Zoo l ogi cal

R巴cord が刊行されている . またC. D. Sherborn 

は1758年以降の種属名を Index Animaliurn (1850) 

に ， その後S. A. Neave は動物の属を NomencJator

Zoologicus ( 1 939-1 965) に まとめた .

この程 Florence A. Rudoff は lndex to Species 

of Mollusca lntroduced from 1850- 1870 を Smi

thsonian Contributions to Zoology , no. 294, 640 
頁， 1980 として著した . 185 1 - 1 863 年は貝類学の黄

金時代と呼ばれるだけに，本著は氏が 1 976 年に隠退

するまでの 30 年間の労作による貴重な書物である .

本著は I 部の文献目録(119 頁) , II の種索引 (356

頁) , 1Ilの属の分類リス ト ( 6 1 頁)の 3部か ら な っ て

いる . 軟体動物とは云ふが化石頭足類は現在認めら

れている属に限って収録されてい る . 例えばIII中で
Orthoce1íω についてはその種名だけが列挙されてい

いる文献集 ( J[J ) では日本の貝類と関係の深い Arthur

Adams を号 / 1，'てみると 1 3 1 論文があり，その上に
Henry Adams, G. F. Angas , G. B. Sowerby らと

の共著論文も加へると ， アダムスだけでも相当の論
文数になって ， その索引作成の労が思いや られる .

因みに同姓異名で Ben. Wm. Adams, Charles B 

Adams, H. G. Adams と いう貝類学者もいた . 種の

索引では， lnoceramus. Trigonia などの化石属の

諸種も含まれていて ， 古生物学上でもこれは貴重な

文献である .
日本名のついたところを見ると 45 の jaþoηica. 5 

の jaþonicum と 1 3 の jaþonicus と 1 jaþoηensls と

があり ， 約 30 年間に下記の通り合計 64 種(および亜

種)もが記載されていた . その大多数をアダムスが命

名した. その他に我々の親しみ深い Pecten yessoenｭ

s﨎 J ay , 1 856 などもある .

"東京都渋谷区代々木 5 -50-18 

jaþanensis, Unio Lea , 1859 

jaþonica, AI'ca Forbes, 1856 

jaþonica, Adeot'bis A. Adams , 1861 

jaþoηica， Aρlysia G. Sowerby, 1869 

jaþonica, Avicula Dunker, 1852 
japonica, Columbella Reeve, 1858 

jaþonica, Corbicula Prime, 1864 

jaþonica, Cylichna A. Adams, 1862 

jaþonica, Cyηisca A. Adams, 1861 

jaþonica, Drillia Lischke, 1869 

japonica, Emarginula Sowerby, in A. 

Adams and Sowerby, 1863 

)aþonz臼， Enida A. Adams, 1860 

jaþonica, Ervilia A. Adams, 1862 

jaþoηica， Galeomnia A. Adams , 1862 

jaþonica, Gaslrana Martens, 1865 

jaþonica, Helicina A. Adams, 1861 

jaþonica, lacra A. Adams , 1864 

jaþonica, Lachesis A. Adams, 1860 

jaþonica, Limalula A. Adams , 1863 

jaþonica, Limo�sis A. Adams, 1862 

jaþonica, Lymnea ]ay, 1856 

jaþonica, Melania Reeve , 1859 

1αlうonica， Milra A. Adams, 1864 

japonica, Murex Jay, 1856 

jaþonica, Myonia A. Adams, 1860 

jaþonica, Mωsa Lischke, 1868 

jaþonica, Nassa (Alectrion) A. Adams , 
1851 

japoηica， Nassa (Desrnoulea) A. Adams, 
1851 

]apoηica， Neバta Dunker , 1860 

jaþonica, Odoslornia A. Adams, 1860 

jaþon ica, Paludina Martens, 1860 

japonica, Pinna Hanley, in Reeve, 1858 

]aþonzω， Pupina Martens, 1860 

jaþonica, Scalal匂 Dunker， 1861 
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japonica, Semicassis Re巴ve ， in A. Adams, 

1862 

japonica, Soletellina Deshayes, in Reeve, 

1857 

japonica, Stomatella A. Adams, 1850 

japonica, Succinea Newcomb , 1865 

japonica, Tapes Deshayes, 1853 

japonica, Tellimya A. Adams, 1862 

japonica, Tellina Deshayes, 1854 

japonica, Teηagod;出 (Sili仰arz幻) cumiηgii 

Mörch , 1860 
japonica, Tomichia A. Adams, 1861 

japonica, Typhis A. Adams, 1862 

japonica, Verticordia A. Adams , 1862 

Jaρonica， Volsella Dunker, 1856 

japonicum, Buccinum A. Adams , 1861 

japonicum, Cardium Dunk巴r ， 1859 

japoηiα1m， Coelopoma A. Adams, 1867 

japonicum, Dolium Dunker, 1867 
Japoηicum， Lゅton A. Adams, 1862 

Jaρoηicus， Aesopus Gould , 1860 

japonicus, Alycaeus Martens, 1865 

japonicus, Anatomus A. Adams, 1862 

japonicus, Aulus, Dunker, 1861 
Japoηicus， Ca，ρulus A. Adams, 1861 

japonicus, Cη少todon A. Adams, 1862 

japonicus, Fossar A. Adams, 1861 
japoηicus， Macrocheilus A. Adams, 1860 

jaþoηicus， Murex Dunker, 1860 

japonicus, Planorbis co押zpressus Martens, 

1867 

japonicus, Scaphander A. Adams, 1862 

jaþonicus, Strombus Reeve , 1851 

jaþonicus, Zizi�hinus A. Adams, 1851 

日本 の生物の学術的記載は E. Kaempfer が

1690 年に来日 して The History of Japan (1727-28) 

-波部忠重 (1969) ，日本の貝類を採集 した外国人. 自然
科学と博物館 Vol. 36, Nos. 7-8, 167-175 頁

FOSSILS 33 (1983) 

を著したのに始まり ， c. P. Thunberg や Ph. F 

Si巴bold ら が続いた.波部忠重・は日本の貝類研究史

を 5 期に分けている が， 1690 - 1830 年間の第 1 期に

既に

Ostrea ja�on1� Gmelin , 1771 

Ostrea japonica Thunberg, 1793 

Chama japoηica Lamark , 1818 

など若干の 日本産貝類に日本名が附さ れた .

貝類学の黄金時代は第 2 期 (1825-1 860) であり，

海洋調査が盛んに な り， 欧米人が貝類を採集 した .
{皮のアダムスもそのうちいたのであった .

第 3 期 (1860-1895 ;明治 28 年)は開国後明治前期

で招かれて外国人技師や学者が来日した . この頃 C

E. Lischke の 日本海棲貝類， 3 巻 (1869-74) やW.

Kobelt の 日本海産貝類、総目録図譜 (1882) が出版 さ

れた . 明治 10 年 (1877) には東京大学が設立さ れ， お

雇い教師 として来た E. S. Morse が大森貝塚を発掘

したのも こ の年であった.

波部は東大教授飯島 魁が 「 日本の蛸牛」 を動物

学雑誌に発表した明治 23 年 (1 890) 以降を第 4 期 と
している . この頃岩川・ 徳永 ・山川・ 横山 らが現生

と化石の貝類を研究 した . 平瀬与一郎は介類雑誌を
刊行 し ， 京都に平瀬介館を聞いたが， 大正 8 年に館
を閉鎖した . しか し館の事業を推進 し ていた黒田徳

米は京都大学に職を得，滝兄弟等と協力して昭和 3
年 (1928) に日本貝類学会を創立 して，機関誌 Venus

を発刊した . 波部はこ れ以降を第 5 期 として いるが

日本における貝類研究は， 年と共に発展 して広 く海
外の資料を も研究するよう になったのである .
因 みに日 本古生物学会 25 周 年記念 出 版物 の

Catalogue of Type-pecimens of Fossils in Japan , 

1961 には 1888-Sept. 1960 聞の 5856 種 (亜種・変位

を含む)が登載されているが，そのうち jaþonica (94) , 

}a�onzcum (27), jaþonic凶 (27) の合計 148 が含まれ

ている.
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ニュース

自 E 紀研究委員会報
4時

止と
にコ

会則第 4 条に従い 1983 年総会において承認され

日本古生物学会の中に標記研究委員会が設置された.

提案 ・ 承認された内容は次の通りである .

( 1)目的 : 白亜紀の古生物ならびに白亜系の層序に

関する会員の研究の連絡 ・向上をはかる . とくに国

際的課題への対応に重点を置く .

(2)構成:現在までに任意の形で存在していた白亜

紀研究グループに若干の修正(関連する研究中止の

人を除き ， 積極的に研究を進めている新人を加える)

を施して， 継承する .

(3).期間:一応 3 ヶ年， その後はその時点での内外

の状況に応じ延長するか否かを決め，延長する場合

には学会に再度申請する .

(4)予算.初年度 3 万円. 内外通信連絡のための

文書複写・郵送料等 ;研究集会の会場費など(研究は

メンバー各自の負担によるが， 組織的研究促進のた

めの潤滑剤的な費用を学会からいただく) .

(5)補足の説明: (a)運営のため幹事をお く ， ( b )少な

くも年 1 回研究集会を闘し (c)短い連絡文書以外の

連絡誌(例:総研の連絡誌の類)は当面出 さないが，

一般会員にも周知した方がよいような重要事項の要

点、は，「化石」のニュース欄に投稿するように努め

る . (d)日本学術会議古生物学研究連絡委員会の白亜

系層位学小委員会とは密、接に連絡し， 小委員会での

決定事項の実施に協力する .

なお幹事として，田代正之 ・ 平野弘道両博士を 1

月 23 日の会合で選出した.

以下に 1 月 23 日午後 5 時 20 分から 2 時間にわた

り ， 東大理学部 5 号館で開催された第 1 回白亜紀委

員会の 1 .報告事項， II .討議事項について報告

する .

1. 報告事項
1. Subcommission on Cretaceous Stratigraphy. 

(IUGS) への対応:これについては同小委員会の委

員の l 人である松本が， 日本学術会議古生物学研究

連絡委員会に，同委員会付置の白亜系層位学小委員

会をへて， 公式に連絡はしているが， 重要なことは

• Report on Cretaceous Research Committee of Japan. 
松本逮郎・凶代正之 ・ 平野弘道

研究者にはかり，適切な対応をするよう努めてきた.

1978.80 年度は総研 A(代表者 高柳洋吉教授)が組

織され， 研究は積極的に実施されてきた. 現段階で

はその成果の印刷公表と ， さらに発展的な研究が肝

要で， この研究委員会としてもこれに力を注ぐべき

である . 1984 年のモスコ ー総会前に Birl王elund 委

員長は， 現組織での成果を総括したい意向である .

日本としては，上記印刷公表(一部印刷中)の業績リ

ストを添え，主要な成果を簡潔に報告する予定であ

る .

2 . Symposium on Cretaceous Stage Boundaries 

(1983. 10. 18-21, Cope出agen). Birkelund 委員長下

の現組織でのまとめの作業に役立たせようと ， この

シンポジュウムが計画された . 1982 年春 1st サー

キュラーが松本宛に届いたので，関係深い研究者に

知らせるとともに， 圏内小委員会にもはかり ，申込

みのあった 3 件を取り次いだ. 今夜の 3 話題がそれ

に相当し ， いわば圏内での予備討論である . なお登

録締切は 1983 年 2 月 1 日 (Form 1 ) と 5 月 1 日

(Form II , abstract，登録料)である.
付. MCE (IGCP project No. 58 Mid-Cretaceous 

Events): 1982年末をもって一応期限が終った. 同年

秋までに，メンバーは各人の MCE に関係ある業績

表を提出するようウプサラの事務局から要請があっ

たので， 各人実施されたことと思う . 全体をまとめ

た出版物を出したいとは言っていたが実現するか否

か明らかでない. 多数のワ ーキンググループがあっ

たので， 各ク.ループで成果を学術誌(例えば Creta.

ceous Research) に出す方が実行しやすいのではな

いかとも思う . なお従来の研究活動を今後他の IG

CP Project (例 ILP =Paleoenvironmental Evoｭ

lution of the Oceans and the Atmosphere) に加担

するニとによって継続したい人は MCE 事務局まで

申し出るよう要請があった .

II . 討議事項
前述のよ うに ， Copenhagen Symposium に向け

ての予備討論として， 次の 3 課題が発表 ・ 討議され

た .
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日本におけるチユーロニア ン ・コニアシア ン境界の認定

松本達郎

序. 白亜系の階境界という国際的課題を日本の材料

で取扱うとなると困難な問題がいろいろある . 第一 一

の難点は，厳密な境の決定に対し，研究素材が必ず

しも揃っていない.標題の 2 階については，この難

点が少ないだけでなぐ，日本から積極的に言えるこ

ともありそうなので， テーマに取りあげた.

1. どのあたりがチユーロニアン(その上部)か，

コ ニアシアンかは，従来積み重ねてきた化石層序学

的研究一私の場合はアンモナイトやイノセラムスな

どのメガ化石だがーの成果でほぼわかる .

2 . 両者の境界を含む連続的層序の reference

sequence となり得るものは， 北海道幾春別 [三笠]

地域にあるので， A: 本流東$J (但し現在は佐沢タ

ム湖底に水没 ) ， B 奔別川 本流に見る西翼， C: 

奔別川支流五ノ沢 ( B の補い ) を選ぴ，この 3 地区

における化石層序を詳述，鍵層(緑色砂岩) の毒底

が， 日 本でのいわゆるチユーロニア ン ・ コニア シア

ン境界と一応規定できることを説明した

3 . 海外のよく研究された地域における両階の境

界前後の化石層序を紹介し， 結局どこかになん ら か

の難点があって， 理想的化石層序なるものはないと

言った方がよい， むしろお互いに相補的なのだとい
うことを具体的に説明した .

4 . 西欧の模式地でチユーロニアンの最上部に有

効な化石を産しない空白部があるのに ， 日本では

Reesidites minimus 帯(むしろ亜帯)があり ， それと

世界に広 く 分布する Subprionocyclus neþtuni , S. 

ηormalis との関係も究明されている . また，北米内

陸地域にだけ特有に産する Prionocyclus ( その 1 つ

は共通種)も ， 日本のチユーロニア ン上部から産す

る . さ ら に Mytiloides incertus は実は世界に広く分

布するらしいことなど， よい化石に恵まれている .

5 . 日本の三笠といった狭い範囲でも，岩質には

必ずしもよく表現されないような若干の環境差に応

じ，同 じチユ ーロニアン上部の中での有効化石種の

産状が， 場合に応じ変化する事実が既に究明されて

おり ， これは，地理区の問題に加えて，化石帯の機

械的取り扱いに対する警告を与える .

6 . コニアシア ンの下部の方には 4 に述べたよう

に有効種がよく認定されていないが， 今後究明可能

の明るい資料がいくらかある .

7 . メガ化石層序と微化石層序との対応関係は，

問題の両階については， 幾春別では堆積相からみて

十分なことが期待できない. よって適切な他地区を
選び，他の研究者とともに研究中である .

天草下島の中生界・新生界境界問題とその

フィッショ ン トラック年代による考察

吉田三 郎 ・ 田代正之宇

日本の中生界 ・ 新生界境界問題は，北海道根室層

群，四国四万十帯有岡層，近畿の和泉層群， 九州、ゆ

天草 ・ 甑島の姫浦層群などに的が しぽられてきてい

るが， 根室層群や有岡層では犠積学的な再検討を要
する問題が出始めている . 和泉層群については，未

. 文貧国代

だ本問題に関する新知識の追加はなされていない.

天草下島の“白亜系" (姫浦層群上部亜層群)を不

整合に覆う古第三系天草炭田の基底(赤崎層相当層)

は，石灰質ナ ンノ 化石か ら 48.0~49 . 5. Ma (エオ シ

ン中期)が確定した. 一方 “白亜系"は下位か ら下

部 ・ 中部 ・ 上部 ・ 最上部の 4 層に区分される . アン

モナイト ・ イ ノセラムスの産出に乏 し く 正確な地質
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時代の決定は困難であったが，二枚貝化石群集の考

察を基にした和泉層群との対比や有孔虫(高柳 ・ 安

田， 1980) などの資料も加わり，かな り詳細な時代区

分が可能になった . その結果は下部層はカンパニア

ン前期，中部層はカンパニアン中期，上部庖はカン

パニアン後期(一部マス トリヒ シアンを含むかもし

れない)と推定される .

問題なのは最上部層である . 本層は下位より a .

b. c の 3 部層に区分される . a 部層は， アンモナイ

ト ・ イノセラムス ・ 浮遊性有孔虫などからマス ト リ

ヒシアン前期が推定される . b 部層中部のアンモナ

イト ・三角貝ほか 20 数種の二枚貝は泉佐野市ソプラ

(マス トリヒ シアン後期 : Matsumoto & Morozuｭ
mi, 1980) の和泉層群の動物群に殆ど一致している .

b 部層はその最上部まで散点的に下位と同種の貝化

石が出 るので， b 部層までの白亜系は確実である .

c 部層は，際岩・砂岩層優勢の岩相を示し ， Sept件r ，

Parapracuna ， 乃cnodoηte ， Liη:gula などの潮間帯

動物群や，被子植物の濃集帯がみ られる . この動物

群は下位の白亜系にも上位の古第三系にもない独得

のフォ ーナを形成する .
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最近上部層下部 と c 部層最上部の酸性凝灰岩のジ

ルコン結晶抽出によるフィッショントラック年代

(吉田他， 1983) は ， 前者が80.9 :t 4. 1 Ma (カンパニ

ア ン) ， 後者は 59.Z :tZ.7Ma (サネシアン)を示す

事がわかっ た.この数値や産出化石から得られた天

草下島の“白亜系"の c 部層は，マスト リ ヒシア ン

末期からサネシアンとなり，新生界 ・ 中生界の境界

は c 部層(日仇n:t)中の何処かにあると考えられ，

むし ろ c 部層そのものがパレオシ ンの可能性が強い.

c 部層と上位の赤崎層相当層の不整合によるギャ ッ

ブは上記の結果から“58Ma-50Ma" の“8My" を示
し，これは， エオ シン前期に相当する.

現在 10 数ケ所の主に最上部層の凝灰岩について

ブイツショントラッ今年代の算定調査を進めてい

る . さらに古生物学的資料の追加も必要である.現段

階の天草下島における新生界・中生界の境界問題は，

国際的視野からは貧弱な問題提起にとどまるかもし

れないが，本邦の一部に白亜系 ・ 古第三系の連続し

て堆積した部分が存在する事をあげなければならな
しミ

北海道大夕張地方上部白E系の化石層序

平野弘道

大夕張地方の白亜系についての化石層序学的研究

は ， Matsumoto ( 1 942) 以来繰り返し詳しくなさ

れ，現在では，北海道中軸部を南北に分布する白亜

系の中では， 岩相 ・ 古流系 ・ 動物群のいずれからも

沿岸と沖合のほぼ中間に位置するとみられている .

従って ， 国際対比によく用いられているア ンモナイ

ト類の産出を考慮すると，もう少し沿岸寄りの fa

cles の所が好ましいと言える.しかし ， IGCP-pro-

ject N o. 58, MCE の第 2 回国際集会の折に現地調

査がなされ， 知名度は高い. また，白亜紀アンモ ナ

イト類の分類および化石層序のセンターとも言える

Oxford の Universi ty Museum には大夕張のアン

モナイ ト類標本が多量に保存され，欧州各国の研究

者に役立てられている . 一方，早稲田大学所蔵の大

夕張地方から得た標本も相当多数となった . そこで，

松本達郎教授のお勧めにより， 1982 年春から化石層

序学的観点にたち， 1971 年以降の 10 年間のノレート ・

マップ， 1977 年以降の採集品の整理を行なしh 一応

の成果を得た .

今回，柱状図を作製し，産出化石の露頭毎の個体

数まで明示したのは， 当地方の東方夕張岳に発して

西方シュ ーパロ JII(下流では 1 級河川夕張川となる)

に注ぐ日蔭沢， 上巻沢，大巻沢， 滝の沢，白金沢，

白金新林道， 金尾別沢の計 7 ルートである . 使用標

本は約 740 個体(内訳 : アン モ ナイト類約 280 個

体 : イノセラムス類約 460 個体) で， Cenomanian の

Concentricus ni沖onicus Zone か ら Santonian の

h叩k凶開店 Zone まで，計 9 イ ノセラムス化石帯

を識別できた.

イノセラムス化石帯について従来と異なると思わ

れる点は， Pennatulus Zone の下限が Concentricus

costatus Zone にあることである . しかし ， 不詳のイ

ノセラムス類も少なくなく ， Cenomanian の イノ セ

ラムス類は分類および化石層序の両方から，さ らに
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詳しく検討の予定である . 従来の知識を確実にした

のは， Hobetsensis Zone の 2 分である . この西南日

本の例については Noda (1975) により詳しく 研究さ

れているが，北海道の例についても詳しく研究し，

1. hobeおensis hobetsensis と 1 . h. nonsulcatus の関

係を解明したい. その結果は， 他のアンモナイト類

の分帯と併せて ， Upper Turonian の乏しい西欧の

化石層序を補足するものになることが期待される .

西欧 stratotype と対比可能なのは，周知のごとく

FOSSILS 33 (1983) 

殆んどが Acanthocera taceae で，著者の研究プロ

ジェク卜で採集されたものと ， これまで主として松

本達郎教授によって報告されたものを合せて ， 今回

約 30 種がリストされた. これらは産出個体数が少な

いため，イノセラムス化石帯のように上下限を確定

することはむずかしい. しかし， stage レベルでの

欧州、比の対比は，大夕張地方だけでもかなりできる

ことが明らかとな った(委員会で示した図表類は省

略する) .
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国際会議報告 l 
国際シンポジウム「古生物学の概念と方法」に出席して 1)

平 野

1980 年 7 月 6 日より 1981 年 8 月 10 日まで，在外

研究の機会を得て， オックスフォード大学の地質学

鉱物学教室，同大学博物館および大英自然史博物館
で白亜紀アンモナイト類の分類研究を進め， また中

生界の巡検を行なった. この間に ， パリで開催され

た第 26 回 IGC， ロンドンで開催された GeoL Assoc. 

によるシンポジウム「日本の地質J ， およびスペイン

のバルセロナで開催された表記のシンポジウムに出

席した.

帰国後， 本誌編集委員の方から ， 英国の学界の近

況を紹介してはどうかとお勧めをいただいた . しか

し ， 私の滞英と相前後して少なからぬ数の日本人古

生物学者が訪英されており ， 私のように初めての海

外経験でなく ， 各国の学界事情を比較議論できる方

もおられる . そこで， 出版物は出されたが， 参加し

た日本人が私 l 人で， かつ比較的紹介されることの

少ないスペインでのシンポジウムを選んで， 以下に

その概要を紹介したい.

開 催 まで

同シンポジウムは， バルセロナ大学の古生物学教

授 J Martine ll により企画された . 彼は 1976 年， 英

国 Glasgow で開催された古生物学の Workshop に

参加して， 多くの知見を得た. その折に故 Sylvester.

Brad ley 教授と議論をし， 「過去 30 年間に古生物学

は大きく発展したが， それを可能とした方法論の問

題について， 国際的に集まって議論をする必要があ

る . J と感じ ， 構想を練ってきたという . そして ， 第

l 回サーキュラーでは次の 7 項目が課題として示さ

れた . a. Scientific method and palaeontology; b. 

Form, function and evolution in palaeontology; 

c. Environmental palaeontology (taphonomy , 

palaeoecology and palaeobiogeography); d. 

Biostratigraphy; e. Teaching; f. Divulgation 

。 Report on the lnternational Symposiwn on Con・

cept and Method in Paleontology, Barcelona, 1981 
" Hiromichi Hirano 早稲田大学教育学部地学教室

弘 道2)

via publication; g. Applied palaeonto l ogy . 同

時に ， 講演募集の大きなポスタ ーが配られ， 1980 年
秋には世界各地の地質学教室の掲示板にかかげられ

た . 1981 年の 1 月になって， 当初予定の締切を 2 月

末まで延長することにした旨が Palaeonto l ogical

Association のサーキュラーを通じて知らされた.

欧州の地質学教室の学会関係の掲示板を見て気が
ついたことだが(例えば， Oxford , Birmingham , 

Barcelona , Autonoma Barcelona , Paris} , Inter. 

national と名打った， 実質西ヨ ーロッパ規模の学

会 ・ シンポジウムが実に多い. そのため，私が Ox .

ford 大学の掲示の l つにこのシンポジウムの記事

があることに気がついた時には殆んど締切直前で，

どうにも間に合う状況ではなかった. それが幸にし

て 1 ヶ月程締切が延期になったので， 早速申し込む

ことにした.

さて ， 行ったことも考えたこともない国の事で，

しかもこのシンポジウムについての情報が必ずしも

十分でない状況であったので， 教室や大学博物館の

tea time のたびに， 多くのスタッフの l 人 l 人に ，

どんな学会になるだろうかと尋ねた. その結果， 大

変面白い統一見解を得ることができた. それは， ア

ングロ ・ サクソンの対ラテン諸国観で， 皆同じ主旨

の話であった . まずひどい意見の持ち主は， 「講演申

込み期限が延期されたのが良い見本で， シンポジウ

ムも延期になるかもしれない. あわてて切符を買う

な. J である(ただし，スペインを知らない日本人

に， 英国式ジョークを含めて話している点に注意). 

毎夏， 日光浴のために南欧に行くというある秘書は，

スペイン語で「また明日」 と言って ， 「あの国では，

いつでも ， 何でもその調子だ」と説明してくれた.

まだ若いのに， 英語が世界の大半の所で通用するこ

とを幸に，世界各地を飛7.J廻っ ている隣室の同業者

は， 「ラテン諸国の人々は， organi ze することができ

ない. このシンポジウムには， 英国やその他の国々

から一流の研究者が若干名招待されているから ， 最

低線は維持されるだろう . しかし ， 私は期待しない. J 

であった. 中には， 「国際学会でスペイン人に会う
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と ， 私は壁際まで後ずさりしてしまう . 自分は 2 m
位距離をおこうとするが，連中はひっついて来よう

とする . J とい った話までしてくれる人もいた . 事
実， 前年の夏， パ jレセロナ郊外にあるパJレセロナ自

治大学から 2 人の同業者が Oxford に来た折， 抱き

っかんばかりのあいさつをされたものであった.

シンポジウム主催者側が旅行社と提携して紹介し
て くれたホテルは， IGC の際に私がパリで泊ったホ

テルの倍額である . シンポジウムは登録日も含めて

4 日間であるが， イ ぺリア航空は， 1 週間以上スペ

インに滞在すると大幅割引をしてくれる . その割引
が意味あるように安いホテルを捜す必要がある . そ

こで， 前述のパIレセロ ナ自治大学の開業者に手紙を

出して依頼した ら ， またまたアングロ ・ サクソ ンが

言う ， 「彼は多分，君がバルセロナに着くまで予約な

どしないだろう J . ここ までくるともう「スペイン人

とは， そんなにいい加減かしら ?J と心配にさえな

る . しかし， バルセロナのシンポジウムは小学校 ・

幼稚園の学期中の事なので， 今回は単身で行くこと

にしてある . 単身ならなんとでもなる ， 講演の準備

だけはしっかりやって1'Ï くことにしよう . と言って

も ， 職務分担の明瞭な英国の大学， タイプはタイプ

専門の秘書が， 図 ・ 表は製図専門の秘書が， スライ

ド作りはやはり専門の技術員がやってくれる . 航空

券の心配も ， これが学会出張のための航空券のせい

か， ローマ ・ ナポリに遊ひ'に行った時の航空券の心

配はあまりしてくれなかった秘書が， 次々と旅行社

r->各航空会社営業所に電話をしてくれる . 一番安い
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切符を捜してあげようという訳だ. 日本に居て学会

準備といったら ， こういった事で大半の時間をと ら

れてしまうのはどなたも大体同じであろう . タイ

プ ・ 製図 ・ スライ ド の専門家の手を経て ， すべてが

完成されて私の手に渡るのに 1 ヶ月程要するので

(20~30 分の講演の準備の場合) ， それを見込んで

発注する . 従って直前になってパタパタする必要は

全くない. 一度， 自分で図を描こうと思って製図道
具を捜してまわったが， 少なくとも日本流に言う「教

官」は誰 1 人持っていなかった .

シンポジウム

シンポジウムは， 予定通り 1981 年 5 月 5 日か ら 8

日まで開催されることとなった . 5 日の午後ノ{/レセ

ロナ大学(図 1 )で登録をし，出版物を受け取る .

英国人の予言が適中したと言うべきか， 5 日夜のレ

セ プションが中止され， 6 日 からの会場が変更に

なったという . 受付をしている院生 ・OB の英語がう

まくない. 予約されている筈のホテルへ行く . これ

は英国人の予言がはずれた. ちゃんと予約されてい

る . しかし安宿で， 英語はあまりよく通じない. IGC 
の折に泊ったパリの安宿と 同 じで， 面倒な話さえし

なければ大丈夫だろう .

5 月 6 日午前 9 時半から ， 市内の銀行の会議場を
借りてシ ンポジウム開会(最終日のみ科学博物館に

会場変更に以下に 3 日間の講演のプロ グラムを示す

いは招待講演) .

図 1 シンポジウムの登録受付をしたバルセロナ大学の正面. 市街地の中心にあ
る . この左手後方にパJレセロナ博物館があり ，そ こには例えばスペイン産白
亜紀アンモナイト類は引き出しの数で 160 ある
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5 月 6 日午前 donty in hors田
(座長 : A. Hallam, J. de Porta) M. Fortelius: Functional aspects of occlusal 

S. Reguant ・ The concept of biostratigraphy; cheek-tooth morphology in Hypsodont , not ru-

The viewpoint of a stratigrapher. minant ungulates 

M. de Renz i 傘 Som巴 phil osophica l questions 

about paleontology and their practical cons巴 5 月 7 日午前

quences. (座長: R. Bromley , J. M. Gonzalez-Donoso) 

L. B. Halstead: Karl Popper , paleontology and J. de Portaト Some fundamental aspects of pal-

evolution. eontological methodology. Its problems and 
N. Bonde: Problems of species concepts in pal- incidence. 

巴onto l ogy. N. O. ]c;brgensen The application of soecies 

diversity to basin analysis 

(座長 : H. Tintant, S. Reguant) A. M. Bodergat & A. M. Andreani: Mise en 

G. Mateu: Problemas e implicaciones del con- evidence de la resp.onse adaptive d'une esp鐵e 

cepto de especie en micropaleontologia. euryha line, Cy�rideis torosa (J ones, 1850) a des 

]. M. Gonzalez-Donoso & D. Linares: Cronos- conditions ecologiques difficiles par l'analyse 

pecies, fen�menos de especiaci�n y problemas multielementaire en spectometrie de masse a 

nomenclaturales. etincelle. 

A. Hoffman: Biological controls of the punctuat- H. Hirano: Growth rates in Nautilus rnacrom-

ed versus gradual mode of species evolution. �halus and Ammonoids. Its implication. 

D. M. Raup*: Extinction; Bad genes or bad luck 

? (座長: E. Robba , P. Sartenaer) 

午後

(座長: D. M. Raup , M. de Renzi) 

R. Margalef*: Asimetrias introducidas por la 

operaciδn de la energia externa en secuencias 

de sedimentos y de poblaciones 

P. Tassy: Phylogeny as the history of evolution 

and phylogeny as a result of scientific investigaｭ

tion: the significance of paleontological data 

M. Kedves: The 巴voluti onary significance of the 

Angiospermous ex in巴 ultrastructure and sculpｭ

ture. 

H. Tintant & R. Mouterde: Cl assifica ti on 巴t

phylogen鑚e chez les ammonites jurassiques 

]. P. Peypouquet, O. Ducasse and L. Rousselle: 

Morphogenesis and environment. Theoretical 

and practical aspects from Hammatocyth.ere 

Paleogene ostracoda of the Aquitaine Basin. 

]. H. Delance & B. Laurin: Une approch巴 des

i nteract ions 巴n tre populations et paleoenvironｭ

ments. Examples pris chez des organismes 

benthiques 

D. Schumann: The Aptian Limestone of Er�no 

(Northern Spain) and their significance for the 

paleoecology of Rudists. 

R. G. Bromley*: Concepts in ichnotaxonomy i ト

lustrated by small round holes in sh巴ll s

午後

(座長 : F. Debrenne, ]. F. Devillalta) (座長 : A. Martinsson, F. ]. Rohlf) 

R. Hoffstetter*: Historia biogeogr�fica de los A. Seilacher*: Towards an evolutionary strati-

mamiferos terrestres sudamericanos: prob- graphy. 

lemas y ensen瀟zas. Ch. W. Harper: Inferring succession of fossils in 

J. Agusti: Cladistics and paleomastology: appli- time: the need for a quantitative and statistical 

cation to the phylogeny'ofrodents. 1. N eogene approach 

Gliridae from Europe. ]. P. Suc & M. Bessedik: A methodology for 

Neogene palynostratigraphy. 

]. C. Collins: The Osteotraci (Agnatha)-A case L. Beauvais: Calcite and aragonite secretion in 

history in contrasting methodologies of classifica- the madreporaria: its concepts and implica-

tion. tlOns. 

A. Forsten: Causes and implications of Hypso-
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(座長 : R. Moody , ]. Truyols) 

A. Hallamト Methods of paleobiogeographic an・

alysis. 

]. A. Schiebouth & Su-Yin Ting: Factors governｭ

ing early Tertiary fossil mammal distriblltion. 

L. Rousselle: Paleontology of populations and 

biostratigraphy. 

F. Debrenne & R. Pri巴ur: Compllterization of 

regular Archaeocyathan files. 

5 月 8 日午 前
(座長 : C. Babin, ]. Civis) 

C. Pujol: Planktonic foraminifera in bi ostratト

graphy , modelisation of biozonation in a Qua 

ternary model. 

E. Caus: Structural analysis of larger foraminｭ

ifera in random section as an instrument for 

rapid determination of rock age and environｭ

ment. 

L. Hottinger: The resolution power of 出e bio・

stratigraphic clock based on evolution and its 

limits. 

M. Godinot: Usefulness and meaning of the 

mammalian specific lineages which are used 

in European continental biostratigraphy. 

]. E. Dalingwater: Studying fossil arthropod cuti 

cles with the scanning electron microscope. 

(座長 : R. Margalef, R. Ho任tetter)

]. Thierry: Lapplication des m�thodes qllantita 

tives en pal�ontologie des ammonites. 

P. Cllgny & ]. Rey: Contribution of methods in 

descriptive statistics (Factorial analysis and 

dynamic cluster analysis) in paleontology. 

]. M. Oller: Sobre llna distincia definida para la 

distribuci� multinomial y su posible apicaｭ

c10n 

C. Cua'dras: An疝isis y representaci� mllltidiｭ

mensional de la variabilidad. 

F. ]. Rohlf: Spatial representation of phylogeneｭ

tic trees computed from dissimilarity matrices 

午 後

(座長 : A. Seilacher, A. Linares) 
R. T. Moody傘 To teach or not to teach 

Toward the development of a conceptual and 

technique bias巴d syllabus in paleontology. 

]. E. Dalingwater: Using closed-circuit television 

in university teaching. 

FOSSILS 33 (1983) 

C. Babin牟: t Q鋹 paleontologia conviene enso・

�r? 

A. Martinsson*: Publishing in paleontology. 

総合討論

招待講演は， Acta Ge緲ogica Hispãnica, vol. 16 , 

nos. 1-2, 1 ・ 114 に ， 一般講演は特別出版物 Interna

tional Symposium on Concept and Method in 

Paleontology, Contribllted Papers. ]. Martinell 

ed., 329 p., Dept. Paleon t. , Univ. Barcelona, Barｭ

cel ona にすべて収録されている . 前者は定期刊行物

であるから ， やや大きな教室，図書館にはあると思

われるので論文内容の詳細は述べない. 一端を紹介

すれば， Raup はかねてよ り述べていた一斉絶滅の

確率論の立場からの考察を ， 古生代の三葉虫に焦v布、

をあてて ， 一段と具体的に行ない， 三葉虫の機会的

な絶滅をほぼ否定 した ， Hall am と Seil acher (図 2 ) 

は， どちらも facies の解析の重要性をベースにした

諮演であった ， Hallam は特に plate の動 き ， それに

伴う海進 ・ 海退の関係からみた動物群変遷の特徴を

述べた . 講演 ・ 質疑応答を通じて， 彼等が欧州の古

生物学者の中でも特に指導的な立場にある様子がよ

くわかった.生痕化石について話したコペンハーゲ

ンの R. G. Bromley は抜群によくできたスライドを

上映したのが印象的であった. 原画から仕上げまで

すべて教室技官の手になるという . 話の要点は， 同

一種でも行動によって異なる生痕を残すということ

であった.

これらの招待された人々は， 主催者側の意図を事

前によく理解し，その線に沿って話した こ とは間違

いない. しかし， 主催者側があまりにも広範囲にわ

たる課題を呈示していたため， 招待講演だけでも 内

容は著しく多岐にわたっているのは， プロ グラムに

見る通 り である .

一般講演は全部で 35 件あ り ，招待講演と合せて

46 篇の論文が提出 された. 国別に見ると多い方か

ら ， フランス (1 5 篇)， スペイン (11 篇)， 連合王国

( 6 篇)， アメ リ カ合衆国( 4 篇) ， デンマー ク( 3 

篇) ， フ ィ ン ラ ンド( 2 篇)，日本， ポーラ ン ド， ド

イ ツ連邦共和国， ス イ ス ， スウェ ーデン(各 l 篇)

であった . これらの論文を収めた 2 冊の出版物がシ

ンポジウム直前に出来上 り ， 参加者全員に配布され

たこ と は皆が評価していた . スペイ ン人のやるこ と

も英国人が言う程悪 くない.

3 日間で結局， ( 1 ) プ レート の移動が生物群に及ぽ

した影響の評価， (2) 絶滅についての確率論的見方の

是非， (3) 層序学 ・ 堆積学の情報を どの よ うに読み

と って古生物学に生かすか， (4) クレードグラムの理

論的考察， (5) 個別分類群についての具体的な分類方
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図 2 講演会場の様子. 話しているのは A. Se i l a cher 教綬， 後方の小部屋の中に

居るのは同時通訳である

図 3 バルセロナ市内のチーズとワイ ンの店にて . 会期中に自然にできた英語て'

話すグノレープで， ;6:から 2 人目 R. T. J. Moody (Kingston Poly technic), 
同 3 人目 N. Bonde (Univ. of Copenhagen) ， 正面右 R. G. Bromley 

(同) ， その右は祭者， 筆者の右 : D. Schumann (Uni、 o f Darmstadt) ， 右
端 : J. Collins (Univ. of Read ing )が諮淡をした . その他は米 ・ 商からの参
加者

39 
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法， 等について発表 ・ 討論された . 全体からみると ，

(5) の講演が最も多かった. ただ， それらが記載に重
点、を置いたものでなく ， 分類の方法，考え方につい
て若干なり とも考察を加えている点がこのシンポジ
ウムの特徴であったと言えよ う . しかし，population 

pa laeontology に抜本的な変革をもたらすような大

きな提言や， 「種の概念」の本質にかかわるような話
は全く含まれていなかったと記憶している .

毎日夜は 7 時~8 時までで， 個々の発表について

十分質疑 ・ 応答がなされ， 時間的にかなりゆとりの

ある運営であった . ぞれにより ， 欧州、|の古生物学者
が何を問題と感じ， どのような努力をしているかの

一端を知る機会を得た. 即ち ， モデルを提示して研
究を進めることは重要であるとしつつも，常に自分
自身が field で得た事実に基づいて議論をする姿勢
を崩さない.同 じ傾向は Oxford 大学の談話会でも

見た. ポーラ ンドの A. Hoffman が来訪した折に，
Punctuated equilibria と Phyletic gradua l i sm に

ついて討論があったのだが， 伝え ら れている Chica

go conference のような大討論にはならなかった.

理論面では， むしろ cladogram について ， さまざま

な場合を仮定して考察する方を好むようである . 国

際学会の常かもしれないが，コーヒー ・ プレー ク ，

レセプション， その 2 次会， 3 次会 (図 3 )を通じ

て，これらの欧州の古生物学者を個人的に， かつ具

体的に知ることができたことがやは り 最大の収穫で

あった. 特に主催地スペイ ンの各大学からは， 国中

め古生物学者を総動員したかと思われる多数の参加

者があり ，新たな友人を得ることができた. 参加者

は約 200 人と言われている .

ところで， このシンポジウムの公用語は英語であ

る旨事前に連絡されていた. そのルーjレを遵守した

フランス人 ・ スペイン人の多くが英語で発表したが，

およそ英語とは思えない発表も少なからずあり ， 私

には著しく 聞きづらし論文集を読みながら聞いた.

しかし ， 投稿論文がスペイン語で， 講演がスペイン

英語の方々の話は全くわからなかった. 他方， 英 ・

仏 ・ 伊 ・ 西の同時通訳がいて， 実に正確な Queen's

Engli sh をレシーパーを通して流してくれて， 英語

以外の言語で発表した人の分は十分に聞きとること

ができた . こんな立派な同時通訳とその設備がある

のなら ， フランス英語やスペイン英語は止めにして

くれた方がよかった. 私は日本英語であるが， ちゃ
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んと質問が 2 件出て ， 発表後も求められて議論をし

たか ら ， 多分通じたのだろう .

なお， スペインはドイツ連邦共和国との学術交流

プログラムが盛んだそうで， 外国語としてはドイツ

語しか語せない人もかなり目立つた . 皆概して英語
は下手である . 最も関心のあるスペインの古生物学
のレベルであるが，一部の人々を除いては決して高

くない . 多くは化石層序学的記録を今まさに作りつ

つあるところである . 分類学の概念や進化について

の考察も ， 多くの若い古生物学者の関心の的である

ことはわかったが， さして優れたものはない. 今回

のシンポジウムは，欧州では遅れているスぺインの

古生物学を刺激するために企画されたのが真相と思

われる . 人的交流は深められ一定の目的は達成され

たが， 前述のように ， 全く 目新しい講演は少なかっ

た . また企画者が，これといった専門を有していな

い方であったせいもあろう ， シンポジウムにしては

全体が収束せず，てんでんばらばらに放散していた，

と総括したら少し酷だろうか.

おわりに

l 年余の在外研究および国際学会を通じて有形 ・

無形の多 くの事を学んだが， それらに立脚して一つ

の提言をしてむすびとしたい.

それは ， 日本の大手の大学を訪問する著名な， あ

るいは新進気鋭の海外の研究者に学会でも講演して

もらうようにしたらいかカすかということである . 日

本古生物学会が単独で海外か ら人を招くということ

は困難かもしれないが(やがてはそうしなければな

らないが) ， たまたま来た人に学会主催の講演会に発

表してもらう程度の経済的ゆとりはないだろうか.

各大学で実施する海外からの来訪者の談話会講演に

似たものを学会で行なし勺広 く全会員に門戸を開く

とい うことである . どこかの教室に来訪の意志が伝

えられ次第手配すれば間に合う場合も少なくなかろ

う . 日本中に 100 程もある地学関連教室 ・ 研究室の

うち，常時海外の研究者が訪れるのはたかだか 10 教

室もないであろう . 今や大学院生は全国各地に居る

し， 大学院を出たての新進気鋭の若手が， 常に大教

室に就職できるとは限らない. 日本の古生物学界全

体の活性化のためにも ， また国際的視野を備えた若

者を育てる上か らも ， 是非実現 したいものである .
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図書案内
古生物図書ガイド ( 1 )*

本会の会則第 2 条には， 「本会は古生物学および

これに関係ある諸学科の進歩および普及を計るのを

目的とする」とある . また第 3 条 3 項には普及事業

に関する例示もあ る . 一方， 「イ七石」編集部では， 28 

号誌上 (74 頁)で新刊案内欄を新設され，専門書・一

般書を問わず古生物に関係ある本をできるだけ収録

するようにして，情報過多時代の情報飢霞状態に対

処しようとされた.その趣旨は， 一般読者を対象に

した古生物の本は， はんらんする出版物の中に埋れ

て ， 注目されることなく店頭から姿を消す運命にあ

るが，これら一般書ないし啓蒙書には予想以上に著

者のオリジ、ナルな思想や主猿が展開されていたり，

著者の苦心の跡が見えるものが多 く ， 専門研究警に

見出せない味わいをもつからと説明された. さらに ，

31 号でも 29 号に続いて落ちこぼれが多いので情報

提供の協力のお願いが編集部よりなされている.

以上のような事情のもとで，このたび編集部から

popular pa leontology に関する小文の依頼を受け

た. そこで， とりあえす\新刊案内側が新設された

1978 年ないしはそれ以前にさかのぼるものも若干

は含めて，同欄から洩れている一般蓄を主体として

各階層にわたる書物の中で， 著者ないし出版社から

献本を受けたものや新聞 ・ 雑誌等より書評依頼を受

けたものか私自身が必要に応じて購入して目を通し

たものに限り ， リストをイ乍ってみた . もちろん個人

的なものなのですべてを網羅することは不可能であ

るし ， 児童 ・ 幼児対象の本については際限が無いの

でかなりのものを削除し厳選しである . 編集部の継

続企画である新刊案内の補充として ， 何等かの意味

で会員諸氏の御参考になれば幸いである.なお， 古

生物学の普及一 日本の古生物学メモ( 1 ) として化石誌

上 (29 号， p. 142 ) に紹介ずみの図書も省略した .

また， 新刊案内欄の体裁に準じたが， 少々様式を変

更しである . 書物によっては情報の不備なものもあ

る . これらについては御容赦を願いたい.

高校生以上一般人向き

• Some popular books on paleontology (1) 
• lkuwo Obata 国立科学博物館地学研究部

自
白ヨ 郁 生*本

浅間一男: 生物はなぜ進化したか. 現代進化論の盲

点をつく . プノレーパックス ， 259p. ， 講談社， 1979 

年， 540 円 .

〔主要内容〕 生物 30 億年の歩み/進化説の展望と

その旨点/生長遅滞説.

アルフレッド ・ S ・ ロ ー'マー(川島誠一郎訳) : 脊椎動

物の歴史 B6 判 634p.，どうぶつ社， 1981 年，

4900 円 .

〔主要内容〕 脊椎動物とは何か/最初の脊椎動物・

魚類の進化/近代的魚類/陸上生活へ一両生類/カ

エ jレ/照虫類の起源/水生艇虫類/トカゲとへビ/支

配者の照虫類/鳥類/晴乳類の起源/肉食性晴乳類/

蹄をもっ晴乳類/有蹄類つづき /さまざまな哨乳

類/霊長類・ キツネザル類， サル類，類人猿から人

類まで/人類の起源/人種.

井尻正二 ひとの先祖と子どものおいたち B6

判 197p.，築地書館， 1979 年， 950 円 .

〔主要内容〕 あたらしい見方，考之方/子どもの生
いたち/皆さんの質問とその答え.

〔寸言〕 著者がさくらんぽ保育園に招かれて行っ

た講演と座談をまとめたもの. 古生物学が保育園

の生活とどう結びついている か.

井民正二編 -大氷河時代. 東海科学選書， B6 判，

233p . ， 東海大学出版会， 1979 年， 1200 円 .

〔主要内容〕陸生動物に何がおこったか/水生動物
に何がおこったか/森のうつりかわり/氷期の祭

壇/ナウマンゾウの狩人(人類時代のあけぼの) .

〔寸言〕 本学会員 2 名を含む 11 名の分担執筆.
ヴェーゲナー(都城秋穂 ・ 紫藤文子訳) : 大陸と海洋

の起源一大陸移動説 (上 ) (下 ) . 岩波文庫， 1981 

年， 245p., 350円(上 ) ; 249p. +37p., 400円 (下) .

〔主要内容〕歴史的序論/大陸移動説の本質ならび
に地質時代における地球表面の変化についての従

来の諸見解に対する大陸移動説の関係/測地学的

議論/地球物理学的議論/地質学的議論/古生物学

的および生物学的議論/古気候学的議論/大陸移動

と極移動についての基礎的問題/大陸を動かす力/

シアル層についての補足的覚え書/深海底につい。

ての補足的覚え書.

大森昌衛編 ・ 東京の動・植物園と博物館，化石 etc.
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め ぐ り. 日曜の地学 10 . B6 変形判 183p.，築地

書館， 1982 年， 1200 円 .

〔主要内容〕博物館をたずねて/動物園を見学する/

水族館で進化をまなぶ/ ビ/レ ・ デノ fートなどの石材

めぐり/植物園で生きている化石を調べる/むかし

の人のくらしと道具/貝塚をめぐって/干潟をさぐ

る /その他のおもな動・植物園， 博物館， プラネタ

リウム etc

小畠郁生: 恐竜事典. 生まれ，栄え，滅んて、いった

動物たち.カ ッパフ.ックス ， 231p.，光文社， 1982 

年， 650 円 .

〔主要内容〕恐竜の化石が語ること/哨乳類・鳥類/

恐竜類/翼竜類 ・ 海竜類/原始~虫類 ・ 両生類/生物

の出現から絶滅まで.

〔寸言J 1973 年に恐竜博物館と題して出版された

本はしばらく絶版同様であったが， 今回改題され

て出版.

小原秀雄編: 生きものの世界. 講談社現代新書.

205p. , 1979 年， 390 円 .

〔主要内容〕 雄と l維の生物学/飛期する動物たち/

動物の超能力者たち/動物の社会/進化の曲がり角.

〔寸言〕 本会会員 2 名を含む26名の分担執筆.

木村陽二郎: ナチュラリストの系譜. 近代生物学の

成立史.中公新書， 241p. ， 中央公論社， 1983 年，

480 円 .

〔主要内容〕ルネサンスの自然史/パ リ植物園の創

立者ブロス/フランス植物学の父ツ jレヌフォール/

「自然史」の著者ビュフォン園長/植物学者のプリ

ンス， リ ンネ/ジャン ・ ジャック ・ルソーの植物学/

ジュシュ ーとアンダソンの自然分類/進化論の創

設者ラマルク /キュ ヴィエとジョフ ロアサ ン チ

レー/レの論争/ ド・カ ン ドル とその後の自然誌.

〔寸言J 18 世紀から 19 世紀にかけての西欧におけ

る自然史研究の定着についてフラ ンス国立自然史

博物館の果した貢献を説く .

金生山化石研究会編: 金生山ーその文化と自然一
A5 判， 269p. ， 連絡先: 干 503・22 大垣市昼飯町

1111.1 早野太郎方金生山化石研究会事務局，

1981 年， 1 500 円 .

〔主要内容〕金生山 (自然， 文化， 産業) /赤坂石灰

岩(地質と鉱物， 古生物， 文献). 
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〔寸言〕 古生物学会々員も執筆.

工藤晃 ・ 牛来正夫 ・ 中井均:議事堂の石 B6

変形判， 148p.，新日本出版社， 1982 年， 1000 

円.

〔主要内容〕 議事堂の建築/議事堂の石材案内/石

材ものがたり .

〔寸言〕 議事堂に{変われてい る石材の中の化石に

サンゴやフズリナなどもある .

クラウ ド(一国雅己 ・佐藤壮郎 ・ 鎮西清高訳) :宇宙・

地球・人間 I ， II 岩波現代選書 86 変形判，

247p. +255p. , 1981 年， 1 500 円 + 1700 円.

〔主要内容〕 宇宙/地球/生命/人間.

クルテン B. (小畠郁生訳 ) :恐竜の時代. B6判， 329

p. ， 平凡社. 1983年. 1800円.

〔主要内容〕 理論と発見/恐竜以前の地球の歴史/

恐竜/他の陸生の脊椎動物/海の脊椎動物/植物相

と無脊椎動物/ジュラ紀と白亜紀の地理/恐竜の

後/地球生物学としての古生物学.

〔寸言J 1971 年に世界大学選警のーっとして刊行

されたも のの改装版である .

コウエン R. (浜田隆士訳ì : 生命の歴史. 進化のド

ラマ 33 億年. サイエ ン ス叢書， 86 判， 256p.，サ

イエ ンス社， 1979 年， 1600 円 .

〔主要内容〕 生命の起源/地球始源生命の化石記録/

雌雄性の進化/動物はし功ミにして形成されたか/大

陸移動と生命の歴史/古生代の海の生命/初期の脊

椎動物/水中から空気中へ/腿虫類/恐竜の進化と

生物学/飛淘への進化/11甫乳動物の起源/パンゲ ア

の分裂とその生命への影響/新生代の晴乳動物/霊

長類の進化/氷河時代.

呉汝康ほか : 中国の恐竜展 A4 判， 96p ，朝日

新聞社， 1981 年.

〔主要内容〕 中国大陸の古脊椎動物/魚類、の進化/

古生代の植物/晴乳類型腿虫類とパンゲ、ア大陵/中

生代の植物/恐竜の時代/晴乳類の時代/サ/レから

ヒトへ/中国大陸の地史/古地理図/ リスト /脊椎動

物の系統樹.

〔寸言J 1 981 年夏か ら 1982 年 1 月にかけて東京・

大阪 ・ 福岡で行われた展覧会の図録.
( 続< ) 
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01982 年 1 2 月に行なわれた評議員選挙の結果， 次

の諸君が当選した(敬称略 ABC II慎) . 鎮西清高， 浜田

隆士，花井哲郎， 長谷川善和， 速水格， 猪郷久義，

糸魚川淳二， 亀井節夫， 木村達明，小高民夫，小畠

郁生， 斎藤常正， 首藤次男， 高柳洋吉，棚井敏雅.

1983 ・ 84 年度の本会評議員会は上記の 15 名で構成

されることとなった.

01983 年 1 月 2 1 日に東京大学で行なわれた新評議

員会で選挙の結果， 会長に高柳洋吉， 常務委員とし

て ， 庶務委員に鎮西清高， 外国庶務委員に浜田隆士，

会計委員に木村達明， 編集委員に速水 格 ・ 小畠郁

生， 行事委員に猪郷久義， 会員委員に長谷川善和，

無任所委員として花井哲郎の各君が選出され， 特別

号編集委員に首藤次男， 「化石」編集委員に高柳・鎮

西が会長によって委嘱された . また ， 庶務幹事とし

て阿部勝巳， 会計幹事に稲郷久治， 行事幹事に野田

浩司，特別号幹事に柳田寿一・藤山家徳， 「化石」幹

事に石崎国照， 会員幹事に尾崎公彦の諸君が決まっ

Tこ

0同評議員会で貨の委員の半数改選を行ない， 棚井

敏雅， 糸魚川淳二の両君が選出された . 1983 年度賞

の委員会は， 会長のほか上記 2 名および，鎮西清高，

長谷川善和の 5 名で構成される .

0 1983 ・ 84 年度の会計殴査を小池敏夫君に委嘱し

た .

O同評議員会において，次の諸君の入退会， および

特別会員への推薦が認め ら れた(敬称略) .

[入会者] 鈴木清一，加藤義範， 大和田清隆，菊

地宏之， 荻原正樹， 永野統宏， 武藤朝子，務藤晴，

服部幸司，大橋俊夫， 西海康男， 田中宏之， 伊東佳

彦， 高橋静夫，山内守明， 遠西敬二， 西沢光， 古

尾谷浩之， 清水秀登， 森田弘二， 安原直規，八木岡

明美，大河原仁美， 斎木健一，清田泰行， 柳沢幸夫，

二上政夫， 雀桂林， 近藤康生， 瀬戸口烈司， 宮内

敏哉，小島夏彦，加瀬靖之 (33 名) .

[退会者] 高橋和， 木下善行， 井口休夫， 大炊

御門経郷， 杉山 卓，荒木慶雄， 原卓郎( 7 名) .

コ
じ

=
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[新特別会員] 長谷川 四郎， 箕浦幸治，山野井

徹， 本田裕， 柳沢一郎， 吉田尚，山形理， 鈴

木三男， 嶋崎統五， 配川武彦， 植田芳郎 (11 名) .

01982 年度中の逝去会員は， 藤本治義(名誉会員) ，

立岩巌(特別会員)の両君であった.

。 1983 年 1 月 22 日現在の会員数は，名誉会員 9 ， 特

別会員 198 ， 普通会員 429 ， 在外会員 44，賛助会員

9 ， 計 689 である .

01982 年 10 月に行なわれた関連 5 学会の協議の結

果， 昭和 58 年度の科学研究費配分委員候補として ，

地質学 2 段委員 : 中沢圭二(本会推薦) ， 層位古生物

学 l 段委員:池谷仙之(本会推薦入秋山雅彦，地質

学一般 1 段委員 : 青木謙一郎の諸君が推薦されるこ

ととなった. なお層位古生物学 l 段委員として増田

孝一郎(本会推薦) ， また地質学一般 l 段委員 として ，

歌回 実， 村田正文(本会推薦)の諸君が留任してい

る .

01982 年度日本古生物学会学術賞は， 小津智生君

(フズリナ類の進化古生物学的研究)と小池敏夫君

(コノドント類の生層序学的研究)に授与された. な

お ， 1982 年度日本古生物学会論文賞は， 該当者なし

となった .

1982 年度日本古生物学会学術賞推薦文

小沢智生君

日本産のフズ リナ類の研究は古く 1874 年の

Gümbel による Fusulina jaþonica の記載に始まり，

1920 年代には小沢儀明氏 ら邦人研究者による国際

レベルの分類研究が行われている . フズりす類は上

部古生界の示準化石として有用であるため， 日本各

地の地質調査が進展するにつれて多 くの研究者によ

り分類学的 ・ 化石層序学的研究が活発に進められて

きた .

小沢君の研究はこれら先学の成果を背景として発

展したが， その大きな特徴は， 二畳紀フズリナ類の

いくつかの種群について，世代交番に伴う 2 型を含
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む個体変異と個体発生を徹底して追求し， それらの

全分布域にわたる化石記録を考慮、して進化過程を復

元したことにある . このような個体群レベルの研究

の進め方は， すでに本会論文賞の対象となった同君

の処女作 品開dofusulinella の研究 (1967 年)に蘭芽

が認められるが， 1970 年の Verbeekinoidea 上科の

系統発生と分類に関する総括， タイの Rat Buri 石灰

岩の Colania douvillei の変異と相対成長に関する

研究に一層顕著に表われている . また ， 古生態や穀

.構造の進化が研究対象に加えられ， 多くの新知見が

もたらされた. そして 1975 年に 出版された Lepi

dolina mul伯eþtata の進化に関する研究では， 広汎

な西太平洋域各地から得られた多数の集団標本を対

象として，初房のサイズを始めとする 9 つの形質に

つき，妥当な生物測定学的手法を適用して進化傾向

を明らかにした. そのいくつかは漸移的な形態進化

の最も信頼の置ける実例として広く世界中の多くの

研究者から注目された.

このような個体群をユニ ットとする研究方法が進

化過程の復元に重要かつ正統的であることは有識者

の通念となりつつあるが，同君が労力を要する本分

類群の個体群レベルの研究を世界に先がけて実施し，

単に l 分類群内の問題に止らず， 進化古生物学全般

に l つの規範を示し刺激を与えたことはきわめて高

く評価できる . よって日本古生物学会はここに学術

貨を贈り ，同君の研究の一層の発展を期待する .

小池敏夫君

コノドント類の生層序学的重要性が広く認められ

るようになったのはここ 20 年来のことである . 小池

敏夫君は 1962 年から猪郷久義君と共にコノドント

類の研究に着手し，新潟県青海石灰岩から始めて石
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炭紀コノドン ト の抽出に成功し， 本会報告 ・ 紀事 53

号 ( 1964 年)に発表した. この論文はわが国に於ける

コノドント類の英文による記載としては最初のもの

となった . 以来，同君は秋吉台 ・ 阿哲台などの石炭

紀コノドントの研究を進め， 地質時代について異論

の多かったこれら石灰岩の下部層の時代を明確に示

した . 特に 1967 年に公表された阿哲台の生層序学的

研究は， 北アメリカ ・ 西ヨ ー ロッパで進展した石炭

紀コノドン卜類の詳細な研究とほぼ時を同じくして

行なわれ， きわめて精度の高いものである . この論

文で提唱されたコノドント 化石帯は， 下部石炭系上

部から上部石炭系下部にかけての世界の標準のーっ

として今日でも重要視されている . 次いで同君は東

南アジアのオルドビス紀からデボン紀， ならびに三

畳紀コノドント類の研究を進めるかたわら ， 日本各

地の三畳紀コノドン ト 類の研究を精力的に行なった .

四国田穂石灰岩の詳細な生層序学的研究， ならびに

各地の秩父古生層とされたチャ ー ト層から多数の三

畳紀コノドントを抽出すると共に， 多くの研究者か

ら依頼されてその採集品を鑑定し地質時代を決定し

た . これら一連の研究は日本列島の古生代後期から

中生代初期の地史に対して再検討の必要性をうなが

し ， 1979 年に出版された鹿沼茂三郎教授退官記念論

文集に総括的にまとめられている . 最近の向者の研

究は， これまで取り扱ってきた三畳紀コノドン卜類

の個々の種の詳細な記載を行なって， ここ 10 年余り

の聞に混乱した分類の再検討に重点が置かれている .

以上のように小池敏夫君の研究は学界に多くの新知

見をもたらしただけでなく ， わが国および東南アジ

アのコノドン 卜 類の生層序の確立に大きく寄与した .

よって日本古生物学会はここに学術貨を贈り，

今後一層の発展を期待するものである .
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|追悼|
藤本治義先生を悼む

本会名誉会員藤本治義先生は昭和 57 年 3 月 3 1 1::1 

に逝去された. 享年 84 歳， 告別式は 4 月 2 日満開の

桜のもとでしめやかに行なわれ，多数の知人，門弟

が故人と惜別した

先生の経歴や学界 ・ 教育界への貢献などについて

はすでに渡部景隆氏によって「地学雑誌J 91 巻 4 号

に追悼文として掲載されているので重複を避け， 30 

年余にわたって御指導を受けた者の一人として傍iむ

ながら先生の古生物学上の貢献などの一端について

述べ追悼としたい.

藤本先生は 1924 年(大正 13 年)東北大学理学部地

石川県手取川上流

でのフィールド姿

の藤本先生

(昭和 53 年 8 月)

t'I学古生物学科を卒業された . 先生は同級生が各方

而で活脱している事をいつも得意げに話して居られ

た . 特に古生物学者として大成された遠藤隆次， 遠

線誠道のお二人が同級生であることを誇りにして居

られ ， 学生時代のエピソードなど何度となく聞かさ

れた . 恩師の矢部長克先生を深く敬愛して居られ，

晩年になられでも多〈の論文の別刷りをいただくた

びに鞭打たれたような気がしたと筆者に語って居ら

れたのが印象的であった .

さて先生の古生物学への貢献であるが， 主な研究

対象は紡錘虫， 古生代小型有孔虫， 古生代 ・ 中生代
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サンゴ，放散虫である . これらの研究は実際に論文

として公表されたもの以外に未公表の資料が非常に

多い. 先生の残された研究途上の楳本や手記および

全く未着手の標本等のかなりのものは，現在筑波大

学地球科学系に引継がれている . しかし昨年の夏に

先生のお宅の蔵書等の整理をお手伝いした際に ， 非

常に多くの未公表論文の手記， 写真等がきちんと整

理されて残されているのに驚くと共に， 先生の凡帳

面な性格を改めて痛感した. このなかに化石象に関

するものがかなり含まれていたのにはいささか意外

であった .

藤本先生の古生物学的研究として録もまとまって

いるのは ， 1936 年の関東山地の秩父系のフズリナの

研究であろう . この論文は小海儀明博士の秋吉台

(1925 年) ， 赤坂石灰岩 (1927 年)の著名な研究の約

10 年後に出たモノグラフであった. 時あたかも圏外

では Dunbar と Skinner 共著の有名なテキサスの二

畳系フズリナの労作 (1937 年) ， 中国の陳旭の南支

二畳系フズリナ (1934 年)などまとまった論文が前

後して出版されていた. ソ連の Rauser-Chernous

sova，オ ーストリ ーの Kahl er らは当時はまとまっ

た論文ではなかったが， 続々と論文を公表し始めた

頃であった . つまり先生の論文は戦前の世界のフズ
リナ研究の興隆期をつくったものの一つであった.

その後先生はまとまったフズリナの論文は公表して
いないが， 1937 年に北九州の川登村の下部二畳系，

1941 年の Pseudoschwage付加の研究， 1941 年の帝

釈台の研究などが公表された. 戦後は鹿沼茂三郎氏

と Minojapanella 属，河田茂磨氏と Hのasakaina 属

(いずれも 1953 年) ， 筆者と Hidaella 属 ( 1955 年)の

新属の提唱の論文などがある . この頃先生の興味の
中心は， Triticites帯の問題， 石炭系・二畳系の境界問

題であった.

藤本先生のフズリナの研究は公表されたものは決

して多くはなかった. しかし残された薄片は非常に
数多く ，日本各地のものが含まれている . 量的に目

立ったものとしては， 帝釈台， 栃木県葛生であるが

外地のものとしては朝鮮 ・ 中国のものが圧倒的に多
い. 中国の もので南京山地の ものがかなりあるが，

これは関 武夫氏(現ダイヤコンサルタ ン ト)が採集

して先生に差上げたものである . 北支の陽泉炭田な

どの採集品はほとんど手がつけられていないが， 詳

細な野帖と共に生前筆者に研究を託されたが， 諸般

の事情で手をつけるに至っていない. トルコのフズ

リナの薄片や岩石もかなり残されてい る . これはフ

ランスの Ciry が送付してきたものと生前うかがっ

た Ciry のト/レ コ の論文(1942 ， 1943) で記載され

たものとは別のものであるらしい. 残念ながらこれ
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らの薄片のくわしい産地等は今となっては不明であ

る .

先生は古生代サンゴや鳥ノ巣石灰岩サンゴにも興

味を示し ， 多くの簿片を残されている . 関東山地の

鳥ノ巣石灰岩のサンゴの研究には晩年にも意欲を燃

やし， 自宅で検鋭して整理を進めて居られた . 先生

がブズリナと共に精力を注いだのは中 ・ 古生代の放

散虫であった. チャー卜の時代を放散虫の薄片に

よって決定しようと試みた. この研究は関東山地だ

けでなく ， 北海道から九州、ほで各地のチャートの薄

片をつくって検鋭し， 苦心して鑑定されたようであ

る . これら一連の研究は戦争による中断もあって ，

そのほとんどは公表されなかった. 長{古手の結晶片岩

中の石灰岩レ ンズからの放散虫化石の発見とその時

代論， 放散虫化石を Cyrtoidea のパーセントによっ

て時代を決める事についての欠点， 放散虫チャー卜

のジュラ紀説等に関しての小林貞一先生との聞の論
争については生前先生からよ くう かがった. 先生は

放散虫を薄片で鑑定する事の欠点は十分承知して居

られた . しかしそれでもジュラ系と主張していた関

東山地南部，八構山地， 木曽山地などに今日の放散

虫の研究で明らかにジュラ紀のものであることが判

明した時には先生は病床にあって知る由もなかった .

残された数多くのチャートや珪質頁岩の薄片は戦争

中の疎開， 度重なった教室の引越しなどでかなりい

たんだものもあるが， 整理して保存したい.

以上のように先生は多くの研究材料を集めて研究

に着手し， 昔の先生方がよくや られたように丹念に
オリジナルの論文や著書を蒐集された. しかし公表
された成果は決して多くはなかった . これは研究者

として脂の乗り切った時代が戦争と戦後の混乱期に

重なった事に大きな原因があったと思われる . 残さ
れた多くのサンプルや薄片， 手記やノートを見て ，

弟子の一人としては先生にもっと研究に専念できる

時間を差し上げられなかった事がつくづく辿憾でな

らない.

先生は東京教育大学，山形大学， 東洋大学と長く

教祖に立たれた後も臼本私学教育研究所々長，秩父

自然科学博物館々長などの要職を病床にi私されるま

で勤められた. 先生はその晩年によく日本古生物学

会の会員が増え， 年会 ・ 例会の講演者数が多 くなっ

た事，報告紀事が立派になった事を非常に喜んで居

られ， 本会の発足当時を考えるとまるで隔世の感が

あると述べて居られた.

発足当時からの会員であり ， 評議員， 名誉会員と
して本会の発展に寄与された先生の御冥福を改めて
お祈りするものである .

(猪郷久義)
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新刊紹介 日本化石集(築地書館刊)完結にあたって

筑地書館発行の日本化石集が第 58 集をもって完
結した. 第 1 集が出版されてから 15 年の年月をかけ

て 3 期(第 l 期全 18 集， 第 2 期全 20 集， 第 3 期金 20

集)にわたって編集され， それぞれの分野の専門家が

多く参画してまとめられたもので， 日本に産出する

主要化石を網羅している . 各シート には，とりあつ

かっている化石グループの種属名およびその図版，

掲載された化石の産地(位置図を含む) . 層位の記述，
それぞれの種の形態的特徴， その化石グループ全体

の形態とその名称， 主要文献があげられている . こ

の他にそれぞれの化石に重要な項目の説明が付加さ

れている . 例えば第 3 1 集「日本のフズリナ化石(秋

吉石灰岩 ・ 帝釈石灰岩) :島山隆三 ・ 太田正道 ・ 佐田

公好編」においては示準化石としてのフズリナの意

義をふまえて ， 標準層序となるフズリナ化石帯が図

示され， 各帯種の層序的分布が示されている . また

第 33 集「日本の新生代ホタテガイ類化石 : 増田孝一

郎編」ではイタヤガイ科全体の大分類， 化石層序学

的意義，化石の産状， 発生と生態がとりあげられて

げる.このように化石クツレープに応じて，その古生

物学的重要性に見合った編集がなされているのもこ

の化石集の特徴である . またこの化石集は， 時代ご

とに，地域別に，あるいは分類群ごとに，その利用

目的に応じてファイ/レできる特徴をもっている . 全

体を通じてそれぞれのシー トに通し番号がついてお

り ， また別集として総目次総索引がまとめられ， 専
用特製パインダーも用意されているので再編に便利

である . 図版に掲載された標本には模式標本記号が

付されていることおよび関連する主要文献が示され

ていることは， 専門家の利用にも適している . 全 58

集を通覧して. 1. 産出層準や産出地域が異なる同

一ク勺レープの化石をあつかった時， その形態用語の

図示に重復がみられること . 2 . 形態用語にふりが

なおよび英語名を付す際， 集ごとの統一性がないこ

となどさらに工夫がほしかった点に気づく . しかし

これらはこの化石集の特徴をそこなうものでは全く

ない. 化石が地質学古生物学の研究教育上の基礎資

料として大切であることは論をまたないが， その研

究教育の発展のため底辺に幅広い同好者をもつこと

の意義は大きい. また直接研究に結びつかなくとも ，

化石を通じて自然史を学び， 郷土の生いたちを理解

することの重要性はいくら強調してもしすぎること

はない. 本化石集がその一助となる座右の書として

役立つものと信ずる .

(森啓)

日本化石集の割引き販売のお知らせ

日本化石集の完成にともない， 著者の御好意によって， 本会会員(会員の所属機関にお

ける公費購入を含む)に限って ， 全セット ・ 分割いずれでも 20%引 きの著者割引きによ っ

て購入できることとなりました. とじ込みのはがきによって ， お申込み下さい(申込み期

限は本年 9 月末日まで) .

日本古生物学会 |
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3，000種の化石写真を配した、国際的に類のない図鑑集。

日本化石讐謀長SE
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